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Ｔ 
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奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館 

企
画
展
情
報
）

近
代
日
本
水
墨
画
名
品
展

連 

載

特
集
２

平
成
22
年
度
決
算

特
集
１

三
次
の
小
学
校
・
中
学
校
は
今

第 50回広島県造形教育研究大会〔三次大会〕（奥田元宋・小由女美術館）

「人と人」、「地域と人」を結ぶ 情報誌

Miyoshi City Public Relations 2011.11.10
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11
NOVEMBER

日本人外国語指導教員（JTE）（写真上）と体育専科巡
回教員（SST※）（写真下）による小学校の授業の様子。
児童からは、「授業が楽しみ」という意見が多い。
※ �SST は Super（スーパー =すぐれた） Sports（スポーツ =運
動） Teacher（ティーチャー=先生）の略

三
次
の

　

小
学
校
・
中
学
校
は
今

平
成
22
年
度
決
算

26

特
集
１

特
集
２

し
た
。

　
“
三
次
で
先
生
を
し
て
み
た
い
”
と
、

毎
年
、
全
国
か
ら
市
費
教
員
の
応
募
が
あ

り
ま
す
。
今
年
度
も
、
12
月
に
採
用
試
験

を
実
施（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）し
ま
す
。

外
国
語
活
動
、
体
育
に
も
力

　
小
学
校
の
外
国
語
活
動（
英
語
）に
は
、

「
日
本
人
外
国
語
指
導
教
員
」
を
配
置
し
、

児
童
た
ち
が
英
語
学
習
に
親
し
め
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
今
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
、「
体
育
専
科
巡
回
教
員
」を

採
用
し
ま
し
た
。
体
育
が
苦
手
な
児
童
に

は
運
動
の
コ
ツ
を
教
え
、
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
体
を
動

か
し
て
、
健
康
な
体
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
独
自
の
教
員
を
採
用

　
三
次
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学

力
の
定
着
を
め
ざ
し
て
、
平
成
15
年
度
以

来
、
市
費
に
よ
り
独
自
に
教
員
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
少
人
数
学
級
を
編
制
し
、

市
費
教
員
は
、
学
級
担
任
や
特
定
教
科
の

少
人
数
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
中
学

校
で
は
、
数
学
と
英
語
で
市
費
教
員
を
配

置
し
、
少
人
数
・
習
熟
度
別
の
授
業
が
で

き
る
体
制
に
し
て
い
ま
す
。

　
先
般
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
中

学
校
で
は
数
学
・
英
語
と
も「
少
人
数
で

の
授
業
は
楽
し
い
」
と
い
う
生
徒
の
意
見

が
ほ
と
ん
ど
で（
例
：
数
学
５
０
０
人
中

４
９
９
人
が
回
答
）、
小
学
校
で
も「
て

い
ね
い
に
勉
強
を
教
え
て
も
ら
え
る
」「
学

習
が
楽
し
い
」
と
い
う
児
童
の
意
見
が
大

多
数
で
し
た
。

　
市
費
教
員
の
配
置
に
よ
り
、
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
や
広
島
県「
基
礎
・
基
本
」

定
着
状
況
調
査
で
は
、
小
学
校
、
中
学
校

と
も
に
県
平
均
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
ま

三
次
の
小
学
校
・
中
学
校
は
今

～
「
知
・
徳
・
体 

向
上
三
次
プ
ラ
ン
」
実
施
中
！
～

特　集 １
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10
月
21
日
（
金
）、市
内
各
地
で
、「
自

分
の
思
い
を
生
き
生
き
と
表
現
す
る
造

形
教
育
～
み
る
、
か
く
、
つ
く
る
活
動

を
通
じ
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、「
第
50

回
広
島
県
造
形
教
育
研
究
大
会
〔
三
次

大
会
〕」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
奥
田
元
宋・小
由
女
美
術
館
」で
は
、

こ
う
ぬ
保
育
所
園
児
の
作
品
展
示
や
甲

奴
小
学
校
児
童
の
公
開
授
業
が
あ
り
、

甲
奴
小
学
校
の
1
年
生
20
人
は
、
メ
イ

ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
横
の
庭
園
で
、「
び

じ
ゅ
つ
か
ん
へ
よ
う
こ
そ
」
を
テ
ー
マ

に
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
い
ろ
は
も
み

じ
）の
飾
り
つ
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

第
50
回
広
島
県
造
形
教
育

研
究
大
会
〔
三
次
大
会
〕

 

（
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
）

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

36

プ
ラ
ウ
ド
！
ジ
ャ
パ
ン
運
動
は
、
こ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
全
国
か
ら
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
へ
エ
ー
ル
を
送

り
、
復
興
の
力
に
し
て
も
ら
お
う
と
、

静
岡
県
の
広
報
担
当
者
が
中
心
に
な
っ

て
始
め
た
運
動
で
す
。
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1314151618202122242628303132333435

奥田元宋・小由女美術館で行われた甲奴小学校２年生の公開授業。平成
23年度から完全実施の新学習指導要領では、“鑑賞”の指導を重視す
ることが示されました。４つの美術館をもつ三次市では、美術館を活か
した授業に取り組んでいます。

子どもたちも協力した三和小学校の整理作業

　リニューアルされた学校図書館内
（左：布野小学校、上：粟屋小学校）

ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
は
、

簡
単
な
操
作
で
、
本
の
貸
し
借
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
校

図
書
館
の
蔵
書
情
報
も
素
早
く
入
手
で

き
、
調
べ
学
習
な
ど
、
授
業
で
の
活
用
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
あ
わ
せ
て
、
子
ど

も
た
ち
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
教

職
員
に
よ
り
、
古
い
本
の
廃
棄
と
整
理
作

業
を
行
い
、
10
月
か
ら
順
次
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
は
、
小
学
生
、
中
学
生
の

た
め
の
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
と
っ
て
は“
知
の
財
産
”
で
す
。
気
軽

に
の
ぞ
い
て
み
て
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

学
校
図
書
館
の
整
備
完
了
！

　
平
成
22
年
度
の
国
の
補
正
予
算
、
地
域

活
性
化
交
付
金「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
」
を
活
用
し
、
２
カ
年
を
か
け

て
学
校
図
書
館（
図
書
室
）
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
紙
に
よ
る
図

書
管
理
を
し
て
い
た
も
の
を
、
す
べ
て
パ

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、

次　
　

の

ペ
ー
ジ
へ

3
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三次の小学校・中学校は今特集１

「夢に向かい生涯学び続ける力」
を育む学びの創造

９
年
間
を
み
す
え
た
教
育
へ

　
上
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
と
お
り
、

三
次
市
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
自

分
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
、
認
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
な
い
、
気
持
ち

を
言
葉
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
子
ど

も
が
多
く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
し
っ
か
り

連
携
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
一
貫
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
の
趣
旨
か
ら
、「
小
中
一
貫
教

育
」の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
次
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態

　

こ
れ
ま
で
、
市
費
教
員
を
配
置
し
、

少
人
数
に
よ
る
授
業
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
は
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
を
中
心
と
し
た
懸
命
な
取
り
組
み
に

よ
り
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
半
減
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
学
習
内
容
は
、
お
お
む
ね
定
着
し
て

い
る
も
の
の
、
思
考
力
・
表
現
力
を
問

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
伸
び
悩
み
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

中３

高等
教育
機関

中２

中１

小６

小５

小４

小３

小２

小１

後
　
期

中
　
期

一
部
教
科
担
任
制

学
級
担
任
制

教
科
担
任
制

自
己
決
定
能
力
重
視

人
間
関
係
力
・
社
会
性
重
視

基
礎
学
力
・
基
礎
体
力
重
視

基
本
的
生
活
・
学
習
習
慣
重
視

前
　
期

初
　
期

平成23年度 広島県「基礎・基本」定着状況調査（三次市分）

0

20

40

60

80

100

小学校
５年

中学校
２年

「気持ちをことばで表す」

0

20

40

60

80

100

小学校
５年

中学校
２年

「よさは認められている」

0

20

40

60

80

100

小学校
５年

中学校
２年

（％） （％） （％）

「自分によいところがある」

63.7
56.257.0

48.9

73.4
61.6

自己肯定感・自己有用感 コミュニケー
ション力

三良坂中学校区の小１から中３までの
９学年が勢ぞろいし、合唱に取り組む様子
（10月25日、「みらさか小中一貫教育」公開研究会より）

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
ま
す

4
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三次の小学校・中学校は今特集１

育
に
活
か
す

○�

教
職
員
の「
学
び
の
連
続
性
」
へ
の

意
識
改
革
を
図
る

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携

　
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
、
中
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し

た
が
、「
小
中
一
貫
教
育
」を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
中
学
校
区
で
一
貫
し
た

目
標
を
決
め
、
９
年
間
を
見
通
し
て
、

教
育
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

学
校
間
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
家
庭
」

「
学
校
」「
地
域
」の
連
携
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
各
中
学
校
区
で
の
目
標
を
統
一

し
、「
家
庭
」「
学
校
」「
地
域
」そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
力
を
活
か
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
一

貫
教
育
を
進
め
る
上
で
の
基
本
構
想
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�

教
育
指
導
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

　

gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

三
次
市
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

三
次
市
の
実
態
か
ら
、「
小
中
一
貫

教
育
」
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

○�

子
ど
も
た
ち
の「
個
性
」
を
引
き
出

し
、
豊
か
に
の
ば
す

○�

多
種
多
様
な「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」の
機
会
を
増
や
す

○�「
地
域
」
の
特
色
を
中
学
校
区
の
教

三次市「小中一貫校」の３タイプモデル・案

小学校、中学校、家庭、地域ネットワークの構築

・めざす子ども像や「連携」「一貫」「接続」項目の共有
・合同研修会、情報交換会、合同行事、交流活動等の実施
※�「学校支援地域本部事業」とは、学校の教育活動を支援するため、地域住民
の学校支援ボランティアなどへの参加をコーディネートするもので、地域に
つくられた学校の応援団です。平成20年度から吉舎中学校区でモデル実施
しました。

一体型

（三良坂中学校区）

小・中学校

同じ敷地内で、小学１年生から中学３年生までが、
共に学校生活をおくる。

連携型①

敷地は別々で、隣接、または近隣の小学校と中学校で、
教員や児童・生徒が移動して学習や諸活動を行う。

小学校 中学校

（八次中学校区、君田中学校区、布野中学校区、
作木中学校区、三和中学校区）

連携型②

（三次中学校区、十日市中学校区、塩町中学校区、
川地中学校区、吉舎中学校区、甲奴中学校区）

小学校 小学校

中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校中学校

中学校と複数の小学校間で連携し、教員や児童が移動
して学習や諸活動を行う。

　中学校区を単位とする地域において、家庭・地域ととも
に地域の子育てにおける連携を図る
（例：学校支援地域本部事業※）
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民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

民生費 総務費

教育費

衛生費

公債費

農林水産費

土木費

消防費

その他

土 木 費

9万380円

公 債 費

13万1,448円

416億9,633万円

収入

403億3,074万円

支出

13億6,559万円
差引

− ＝

市民一人当たりにすると…
　決算額を人口５万7,719人
（平成23年３月31日現在）で割
り、市民一人当たりの経費およ
び市税負担額を算出しました。

●市民一人当たりの経費

69万8,743円
●市民一人当たりの市税負担額

11万8,408円

民 生 費

教 育 費衛 生 費

総 務 費

農 林 水 産 業 費 消 防 費 そ の 他

15万4,171円 12万4,223円

3万9,391円

2万4,333円

5万8,589円

3万6,124円 4万84円

収入
416億
9,633万円
依存財源

319億8,610万円
（76.7%）

自主財源
97億1,023万円
（23.3%）

使用料及び
手数料ほか

28億7,585万円
（6.9%）市税

68億3,438万円
（16.4%）

地方交付税
173億4,910万円
（41.6%）

市債
62億999万円
（14.9%）

国庫支出金
47億8万円
（11.3%）

県支出金
23億9,666万円
（5.7%）

その他　13億3,027万円（3.2%）

支出
403億
3,074万円

民生費
88億9,862万円
（22.1%）

公債費
75億8,706万円
（18.8%）

総務費
71億7,001万円
（17.8%）

土木費
52億1,662万円
（12.9%）

衛生費
33億8,168万円
（8.4%）

教育費
22億7,360万円
（5.6%）

農林水産業費
20億8,504万円
（5.2%）

その他　23億1,363万円（5.7%）
消防費　14億448万円（3.5%）

黒
字

一 般 会 計

　主な収入は、地方交付税173億円（41.6％）、
市税68億円（16.4％）、市債62億円（14.9％）で
自主財源比率は23.3％です。前年度に比べて約
１億円の減額になりました。

　主な支出は、民生費89億円（22.1％）、公債費
76億円（18.8％）、総務費72億円（17.8％）です。
前年度に比べて約７億円の減額となりました。

平成23年９月30日、市議会９月定例会において、平成22年度の三次市決算が認定されました。
今月号では、平成22年度の決算状況をお知らせします。
平成23年９月30日、市議会９月定例会において、平成22年度の三次市決算が認定されました。

平成22年度 決 算特　
集 

２
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特集

2 平成22年度決算

特別会計・公営企業会計特別会計・公営企業会計
特別会計（９会計）
●収入 176億2,657万円
●支出 175億5,942万円
●差引� 6,715万円

公営企業会計（２会計）
営業収支
●収入 87億8,345万円
●支出 86億4,144万円
●差引� 1億4,201万円

保有基金の状況

市債残高の状況

基金および市債の状況

基金残高の推移

H16 H17 H18 H19 H20 H22H21
100

110

120

130

140
億円

市債残高の推移

H16 H17 H18 H19 H20 H22H21
900

950

1,000

1,050
億円

　市の貯金である基金の全会計の残高は、平成22年度末で約134億8,000万円、合併初年度の平
成16年度末から約21億5,000万円増加しました。

　市の借金である市債は、全会計の平成22年度末残高で約944億6,000万円、合併初年度の平成
16年度末残高から、約31億7,000万円減少しました。

市民一人当たり

23万3,572円
※人口５万7,719人（平成23年3月31日現在）

平成22年度末

市民一人当たり

163万6,514円
※人口５万7,719人（平成23年3月31日現在）

平成22年度末

基金残高の推移

市債残高の推移
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特集

2 平成22年度決算

問い合わせ先　財務部財政課財政係
� ☎（0824）62-6119　 （0824）62-6235　 zaisei@city.miyoshi.hiroshima.jp

86

88

90

92

94

96 %

H19H18 H20 H21 H22

94.9
94.0

92.191.6
90.1

主な財政指標で見る決算

0.33
0.34
0.35
0.36
0.37
0.38
0.39

H18 H19 H20 H21 H22

0.3840.387
0.379

0.350

0.369

10

12

14

16

18

20 ％

H19 H20 H21 H22

18.9
17.6

16.2
14.6

100

120

140

160

180 %

H19 H20 H21 H22

161.8

144.1 141.6

114.1

財政健全化判断比率
　財政の健全度を判断する指標とし
て、財政健全化判断比率（実質赤字
比率、連結実質赤字比率、実質公債
費比率、将来負担比率）があります。
　これらの数値が、早期健全化基準
や財政再生基準を超えると国や県の
指導の下で行政運営をしなくてはな
らなくなるなど、自由な運営が制限されます。
　三次市は平成22年度も基準をクリアしています。また、公営企業会計等（病院事業会計、水道事
業会計、下水道事業会計、農業集落排水事業会計、簡易水道事業会計）の資金不足比率（公営企業
会計ごとの資金不足額の比率）も該当なく、健全な財政運営を行っています。

実質公債費比率
実質公債費比率の推移

財政力指数の推移

将来負担比率の推移

経常収支比率の推移

財政力指数

将来負担比率

経常収支比率

　市が通常必要とする経費を、市税などの普段の収入で補うこ
とができるかを表す指数です。
　数値が大きいほど豊かな自治体と言えます。

　公営企業も含めた市のすべての会計と一部事務組合や第三セ
クターなどが将来負担する可能性のある負債の、標準財政規模
（地方自治体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源
の規模）に対する割合です。
　比率が高いと財政運営上の問題が生じる可能性が高くなります。

　人件費や扶助費などの経常的に必要な経費が、市税などの普
段の収入に占める割合を表す指標です。
　数値が大きくなると財政が硬直化し、新規事業に回す予算が少
なくなります。

　毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企業債
に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実質的な公
債費相当額に充当されたものの占める割合です。通常、前３年
度の平均値を使用しています。
　18％以上になると、地方債の発行に際し許可が必要となり
ます。

指標名 三次市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率
　一般会計等の実質赤字の比率 ―（黒字） 12.09% 20%
連結実質赤字比率
　全ての会計の実質赤字比率 ―（黒字） 17.09% 35%
実質公債費比率
　公債費等の比重を示す比率 14.6％（10位/563位） 25% 35%
将来負担比率
　�地方債残高や一般会計等が将来負担
すべき実質的な負債を捉えた比率

114.1％（８位/508位） 350% ―

※（　　）の左は県内 14市、右は全国 784市の順位です。
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問い合わせ先
水道局水道課営業係
☎（0824）62-4843
（0824）62-8111
suidou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
大
人
が
子
ど
も
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
、
少
年

非
行
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●�

子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
と
発
達
を
支
援

し
ま
し
ょ
う

●�

子
ど
も・若
者
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、

意
見
も
十
分
尊
重
し
ま
し
ょ
う

●
地
域
で
の
教
育
的
支
援
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

●
毎
月
17
日
は
青
少
年
の
日
！

●
毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日
！

　
～
み
ん
な
で
あ
い
さ
つ

�

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
！
～

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課
ひ
と
づ
く
り
係

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
４

－

２
８
３
２

　

chiiki@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
「
人
数
」や「
井
戸
水
量
の
認
定
」
で
下
水
道
料
金

を
算
定
し
て
い
る
家
庭
に
お
い
て
、
使
用
人
数
が
変

更
ま
た
は
使
用
中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、
水
道
局
・

各
支
所
の
窓
口
か
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

使
用
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
局
下
水
道
課
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

　

gesuidou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
、
生
活
用
水
確
保
の
た
め
新

た
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
場
合
に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
区
域

・
水
道
事
業
の
計
画
区
域
以
外
の
区
域
。

・
計
画
区
域
内
で
も
１
年
以
内
に
給
水
が
開
始
さ
れ
な
い
区
域
。

　
（�

た
だ
し
、給
水
が
開
始
さ
れ
た
と
き
に
、必
ず
加
入
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。）

●
対　
象（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
）

・
補
助
で
き
る
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
あ
る
い
は
今
か
ら
住

も
う
と
し
て
い
る
方

・
日
常
に
必
要
な
飲
用
水
が
不
足
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
水
質
が
良

く
な
い
と
お
困
り
の
方

・
今
ま
で
補
助
を
受
け
て
い
な
い
方

・
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

※�

補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
工
さ
れ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
交
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
経
費

　
ボ
ー
リ
ン
グ
ま
た
は
堀
井
戸
の
費
用
の
ほ
か
、
揚
水
ポ
ン
プ
、

水
質
お
よ
び
水
量
検
査
の
費
用
。

※�

飲
用
水
検
査
に
合
格
（
＊
１
）
し
、
一
定
の
水
量
（
＊
２
）
の
確
保
が
必
要
で
す
。

・
貯
水
設
備

・
滅
菌
器
な
ど
水
質
基
準
に
適
合
し
な
い

含
有
物
を
取
り
除
く
た
め
の
装
置

・
水
源
調
査
の
経
費

・
補
助
対
象
の
施
設
間
の
配
管

11
月
は
子
ど
も･

若
者

�

育
成
支
援
強
調
月
間
で
す

�

～
青
少
年
健
全
育
成
は
家
庭
と
地
域
か
ら
～

下
水
道
を
ご
利
用
の
方
へ

飲
用
水
施
設
補
助
（
ボ
ー
リ
ン
グ
補
助
）

�

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
使
用
人
数
な
ど
の
変
更
は
必
ず
届
出
を

※�

変
更
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
使
用
状
況
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、

正
し
い
料
金
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�補助対象経費・補助金額
の上限額（補助率１／２）

　申請の手続きなど詳しくは、
市ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。

共同で事業
する軒数

補助対象
経　　費 補助金額

１軒 80万円 40万円
２軒 160万円 80万円
３軒 200万円 100万円
４軒 240万円 120万円
５軒 280万円 140万円
６軒 320万円 160万円
７軒 360万円 180万円
８軒～ 400万円 200万円

　三次市観光キャンペーン実行委員会では、観光イメージキャラクターのイラストを募集しています。採用さ
れた作品は、三次市の観光ＰＲのため、パンフレットなどの各種印刷物、ＰＲグッズ、着ぐるみなどに使用し、
イベントなどにおいて広く活用します。
●作品のテーマ　
　三次市との関連性のあることなら何でも可。
　※�自然・グルメ・特産品・人物・文化・歴史など
●募集内容
　・親しみやすいキャラクターのイラスト
　・ネーミング
　・キャラクターの説明（思いや意味など）
　　※キャラクターを主人公とした物語
　　　（家族・仲間・性格など）もあればご記入ください。
●応募締切　平成23年11月27日（日）必着
●発　　表　平成23年12月下旬

●賞金・賞品
　採用された方には賞金10万円を、入賞者には三次
市特産品を進呈します。
※�応募に関する詳細については、市役所本庁・各支所などにある
募集チラシ、または市観光ポータルサイト「ミヨシ☆タウンナビ」
をご覧ください。

企画　三次市観光キャンペーン実行委員会事務局
� （産業部商工観光課内）
� ☎（0824）64-0066　 （0824）64-0172

募集に関する問い合わせ先　☎（050）3538-3102

三次観光イメージキャラクター募集！あなたの考えた、かわいいキャラクターが
三次を全国にアピール！

＊
１　�

一
般
細
菌
等
が
検
出
さ
れ

た
場
合
で
、
煮
沸
し
て
利

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
限

り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
２　�

２
５
０
リ
ッ
ト
ル
×
利
用
人

数
の
日
量
確
保
が
必
要
で
す
。
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三次市からのお知らせ

青
少
年
の
マ
ス
コ
ッ
ト

�

ゆ
っ
ぴ
ー



　
東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
、「
地
域
は
地
域
で
守
る
」い

わ
ゆ
る「
共
助
」の
実
現
に
む
け
た「
自
主
防
災
組
織
」の

重
要
性
が
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
の
必
要
性
や
そ
の
役
割
な
ど
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と　
き　
12
月
11
日（
日
）　
13
時
30
分
～
15
時

●
と
こ
ろ　
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ　
３
階
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
演　
題　
「�

東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ

我
が
家
と
地
域
の
防
災
・
危
機
管
理
」

●
講　
師　
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
山や

ま

村む
ら

武た
け

彦ひ
こ

さ
ん

　
平
成
23
年
6
月
30
日
付
け「
現
下
の
厳
し

い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税

制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
三
次
市
税
条
例
等
を
改
正（
平
成

23
年
12
月
7
日
施
行
）し
ま
し
た
。

●�

過
料
の
規
定
を
「
3
万
円
以
下
」
か
ら

「
10
万
円
以
下
」
に
改
正

該
当
す
る
条
項

　

�　

市
民
税
の
納
税
管
理
人（
第
26
条
第

1
項
）、
市
民
税（
第
36
条
の
4
第
1
項
）、

固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
人（
第
65
条

第
1
項
）、
固
定
資
産（
第
75
条
第
1
項
）、

軽
自
動
車
税（
第
88
条
第
1
項
）、
鉱
産

税
の
納
税
管
理
人（
第
１
０
７
条
第
1
項
）

お
よ
び
特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
管
理
人

（
第
１
３
３
条
第
1
項
）に
係
る
不
申
告
に

関
す
る
過
料

　

�　
退
職
所
得
申
告
書（
第
53
条
の
10
第
1

項
）の
不
提
出
に
関
す
る
過
料

●�

「
10
万
円
以
下
」
の
過
料
を
科
す
る
こ
と

を
新
設
す
る
改
正

該
当
す
る
条
項

　

�　

た
ば
こ
税（
第
１
０
０
条
の
2
）、
鉱

産
税（
第
１
０
５
条
の
2
）
お
よ
び
特
別

土
地
保
有
税（
第
１
３
９
条
の
2
）
に
係

る
不
申
告
に
関
す
る
過
料

問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　

kazei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

三
次
市
税
条
例
等
の一部
改

正
に
よ
り
「
過
料
」
の
見
直

し
・
新
設
を
行
い
ま
し
た

三
次
市
防
災
講
演
会　
開
催

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
料
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

�

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
ま
す

み
よ
し
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催

　
11
月
１
日
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供

す
る
緊
急
速
報
サ
ー
ビ
ス「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

を
活
用
し
、
災
害
情
報
を
配
信
し
ま
す
。
新

た
な
費
用
負
担
や
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登

録
も
な
く
受
信
で
き
ま
す
。

●
配
信
範
囲　
三
次
市
内

�

※
市
外
で
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

●�

配
信
情
報　
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
、
そ
の
他
緊
急
か
つ
重

要
な
災
害
情
報

●�

対
応
機
種　
平
成
19
年
11
月
以
降
発
売
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話（
一
部
機
種
を

除
く
）

●�

受
信
設
定　
平
成
20
年
11
月
以
降
の
発
売

　昭和39年の新潟地震のボランティ
ア活動を契機に、防災アドバイザー
を志す。以来、災害・事故等150カ
所以上の現場調査を行う。その見聞・
教訓を伝える防災・危機管理講演は、
1,400回以上に上る。現在、防災シス
テム研究所所長。

プロフィール

　
昨
年
11
月
か
ら
今
年
３
月
に
か
け
て
、
野

鳥
な
ど
に
お
け
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
全
国
的
に
発
生
し
、
中
国
地
方
に
お

い
て
も
、
鳥
取
・
島
根
・
山
口
各
県
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
鳥
類（
鶏
・
あ
ひ
る
等
）
を
飼

育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
飼
っ
て
い
る
鳥
が
野

鳥
や
野
生
動
物
と
直
接
触
れ
合
わ
な
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
飼
育
場
所
の
こ
ま
め
な

掃
除
・
消
毒
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

疑
わ
れ
る
症
状
を
認
め
た
場
合
や
、
野
鳥
が

密
集
し
て
多
数
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た

場
合
は
、
そ
の
鳥
を
素
手
で
触
ら
ず
に
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
鳥
の
主
な
症
状

　
突
然
の
死
亡
、食
欲
不
振
、チ
ア
ノ
ー

ゼ
、
下
痢
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
北
部
農
林
水
産
事
務
所

�

林
務
第
一
課
自
然
保
護
係

　
☎（
０
８
２
４
）７
２

－

２
０
１
５
㈹

　

（
０
８
２
４
）７
２

－

２
０
２
３

　
広
島
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎（
０
８
２
４
）７
２

－

２
０
１
５
㈹

　

（
０
８
２
４
）７
２

－

７
３
３
４

　
産
業
部
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
３

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

機
種
で
は
、購
入
時
に
、エ
リ
ア
メ
ー

ル
の
受
信
設
定
が「
Ｏ
Ｎ（
利
用
す

る
）」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　
そ
れ
以
前
の
機
種
で
は
次
の
設
定

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

�「
メ
ー
ル
設
定
」
→
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
設
定
」
→
「
受
信
設
定
」
→
「
Ｏ

Ｎ
（
利
用
す
る
）」

※�

対
応
機
種
や
受
信
設
定
に
つ
い
て
は
、
携

帯
電
話
購
入
店
ま
た
は
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
の
み
が
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

他
の
携
帯
電
話
会
社
か
ら
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に
は
、
順
次
拡
大

し
て
い
く
予
定
で
す
。

問い合わせ先　総務部危機管理課危機管理係�☎（0824）62-6116�  （0824）62-2951  kikikanri@city.miyoshi.hiroshima.jp

鳥
類（
鶏
・
あ
ひ
る
等
）を

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

お
願
い
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知
事
に
よ
る「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン

ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」発
表
の
ほ
か
、
地
域
の
方
か
ら

の
事
例
発
表
、
意
見
交
換
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
と　
き　
11
月
26
日（
土
）

�

　
13
時
30
分
～
（
受
付
13
時
～
）

●
と
こ
ろ　
十
日
市

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
部
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
３

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
３

　

hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
平
成
24
年
度
納
税
通
知
書
発
送
用
封
筒

の
広
告
主（
個
人
・
法
人
問
い
ま
せ
ん
）を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
広
告
掲
載
枠　
2
枠

●
広
告
掲
載
料　
1
枠
5
万
円

�

※
募
集
最
低
価
格

●
使
用
予
定
数　
６
５
，０
０
０
通

●
申
込
締
切　
12
月
19
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　

kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

第
５
回
県
政
知
事
懇
談

（
三
次
市
・
庄
原
市
地
域
）

湯
﨑
英
彦
の
宝
さ
が
し

～
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ト
ー
ク　
開
催

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
発
送
用
封
筒
の

広
告
主
募
集

国税に関する一般的なご相談は
電話相談センターをご利用ください

三次税務署　☎（0824）62-2721
※�音声ガイダンスに従い「１」番を選択していただくと電話
相談センターにご案内します。(税務署にご用の方は「２」
を選択してください。)

（注１）�この場合であっても、例えば、医療費控除
による所得税の還付を受けるための申告書
を提出することができます。

（注２）�公的年金等以外の所得金額が20万円以下
で、確定申告書の提出を要しない場合で
あっても住民税の申告が必要です。

　平成 23年分の確定申告から、１年間の公的年金等の収入
金額が 400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所
得以外の所得金額が 20万円以下である場合には、所得税の
確定申告書の提出は不要となりました。

11月11日～17日は「税を考える週間」です
期間中、国税庁ホームページに「特集ページ」を開設します。ぜひご覧ください。  �www.nta.go.jp

シリーズ vol.1 税申告における医療費控除
●医療費控除とは？
　自己または自己と生計を一にする配
偶者や親族のために医療費を支払った
場合には、一定の金額の所得控除を受
けることができます。これを「医療費
控除」といいます。

●医療費控除の申告の際は
・�領収書や、場合によっては証明書の提出が必要です。領収書のない医療費は、医療費控除の対象とな
りません。一年分の領収書は、大切に保管してください。
　※健康保険協会などからの医療費のお知らせでは控除は受けられません。
・�控除対象となるかどうかの判断が難しい場合は、受診した医療機関に問い合わせていただくか、領収
書を保管し、申告時にご相談ください。

問い合わせ先　財務部課税課市民税係
� ☎（0824）62-6122　 （0824）62-6345　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

●一般的な医療費控除の対象の可否判定表
項目 判定 摘要

虫歯治療費 ○ 虫歯の治療費は医療費控除の対象となります。
かぜの治療費 ○ かぜの治療費は医療費控除の対象となります。

かぜ薬の購入費用 ○ 薬局やドラッグストアで購入したかぜ薬の購入費用は、医療費控除の対象とな
ります。※ただし、医師の処方がない葛根湯等の漢方薬は対象となりません。

ビタミン剤や栄養ドリンクの購入費用 × ビタミン剤や栄養ドリンクの購入費用は医療費控除の対象となりません。

健康診断・人間ドックの費用 × 健康診断・人間ドックの費用は、医療費控除の対象となりません。
※�ただし、検査の結果疾病が見つかり、引き続き治療を受けた場合は対象となります。

年金所得者の申告手続が簡素化されました

（ ）その年中に
支払った
医療費

保険金等で
補てんされる
金額

－ ＝－
医療費
控除額
最高
200万円

①10万円
②�総所得�
金額等
①か②のいずれか
少ない方の金額

｝×５％

11
Miyosh i  C i ty  Publ ic  Re lat ions
広報みよし��2011年�11月号

三次市からのお知らせ



財務部管財課管財係
☎（0824）62-6139
（0824）62-6235
�kanzai@city.miyoshi.hiroshima.jp
㈶三次市開発公社
☎（0824）63-6335
（0824）63-6337

問い合わせ先

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に

お
答
え
し
ま
す

シリーズ「三次長寿村」
第５回

総
括
と
責
任
問
題
に
つ
い
て

の
考
え
は
？

問　
三
次
長
寿
村
の
建
物
は
、
三

次
市
の
方
針
に
基
づ
き
、
健
康

増
進
や
福
祉
の
向
上
を
図
る
目

的
で
建
設
し
た
公
益
性
の
高
い

施
設
で
あ
り
、
こ
れ
に
、
㈶
三

次
市
開
発
公
社
が
増
改
築
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
施
設
を
含
む
債
権
や
債
務
の

整
理
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
や

関
係
先
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
整
理
が
な
さ
れ
た
後
に
、
本

件
に
つ
い
て
の
総
括
や
責
任
問

題
の
検
討
を
行
う
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

答

施
設
の
増
改
築
の
た
め
に
金

融
機
関
か
ら
借
り
た
資
金
の

返
済
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

問　
㈶
三
次
市
開
発
公
社
が
、
浴

場
増
設
な
ど
の
た
め
に
投
資
し

た
借
入
金
の
返
済
期
限
は
、
平

成
24
年
３
月
末
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
借
入
金
の
返
済
は
、

㈶
三
次
市
開
発
公
社
の
残
余
金

を
持
っ
て
一
部
を
返
済
す
る
こ

と
と
し
、
な
お
残
る
未
返
済
額

は
、
㈶
三
次
市
開
発
公
社
が
解

散
に
至
る
ま
で
に
、
固
定
資
産

な
ど
の
処
理
を
含
め
て
、
㈶
三

次
市
開
発
公
社
が
委
任
し
た
弁

護
士
に
よ
り
整
理
を
行
う
予
定

で
す
。

答

■
相
談
内
容

　

有
名
な
お
寺
の
永
代
供
養
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
自
宅
に
届

い
た
。
そ
の
後
、
業
者
か
ら
電
話

が
あ
り
、「
永
代
供
養
の
権
利
を

５
０
０
万
円
で
買
わ
な
い
か
。
も
っ

と
高
値
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
」
と
勧
め
ら
れ
、
申
込
書
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
送
っ
た
。
し
か
し
、
よ
く
考

え
、
後
日
電
話
で
断
っ
た
と
こ
ろ
、

「
買
わ
な
い
な
ら
訴
訟
す
る
」
と
迫

ら
れ
、
結
局
１
０
０
万
円
を
振
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

・�「
買
っ
た
額
よ
り
高
値
で
買
い
取
っ

て
も
ら
え
る
の
で
商
品
や
権
利
を

買
わ
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
る
権

利
商
法
の
手
口
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
こ
の
よ
う
な
手
口
で
実
際
に
買
い

取
り
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
一

件
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
い
っ

た
ん
支
払
っ
て
し
ま
う
と
被
害
の
回

復
が
困
難
で
す
。

・「
お
か
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
、
振
り

込
む
前
に
身
近
な
人
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
心
配
な
と
き
は
、消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
〉

　
市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
や
心
配
な
と
き

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
相
談
日
時�

毎
週　
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
の
９
時
か
ら
16
時

※�

市
で
は
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
消
費
者
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

や
団
体
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
市
民
生
活
課
総
合
相
談
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp
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消
費
者
の
味
方

永
代
供
養
の
権
利

「
高
値
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る
？
」



市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
向
け
て

シリーズ

Vol.9
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
最
優
秀
者
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
16
日（
日
）に
開
催
の（
仮
称
）三

次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
設
計
者
選
定
委
員

会（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
含
む
）で
、
最
優
秀
者
と
優

秀
者
が
次
の
と
お
り
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
者
】

　
株
式
会
社
青
木
淳
建
築
計
画
事
務
所

【
優 

秀 

者
】

　
株
式
会
社
新
居
千
秋
都
市
建
築
設
計

　
選
定
委
員
会
の
杉
本
委
員
長
か
ら
選

定
結
果
と
審
査
経
過
の
報
告
を
受
け
、

市
民
ホ
ー
ル
設
計
業
務
に
つ
い
て
、
株

式
会
社
青
木
淳
建
築
計
画
事
務
所
と
契

約
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
青あ

お

木き

淳じ
ゅ
ん

さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
青
木�

淳
建
築
計
画
事
務
所
を
設
立
し
、住
宅
、

公
共
建
築
、
商
業
施
設
な
ど
多
方
面
で

の
建
築
設
計
を
手
が
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
連
の
ル
イ･

ヴ
ィ
ト
ン
店
舗（
名

古
屋
栄
店
、
表
参
道
店
、
銀
座
並
木
通

り
店
な
ど
）
の
設
計
は
有
名
で
す
。
平

成
11
年
に
は「
潟か

た

博
物
館（
新
潟
市
）」

の
設
計
で
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

青
木
淳
建
築
計
画
事
務
所

に
つ
い
て

　

第
２
次
選
考
会
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
の
3
つ
の
提
案（
①
地
上
か
ら

５
ｍ
持
ち
上
げ
る
。
②
大
回
廊
を
設
け

る
。
③
空
間
を
最
大
限
に
活
用
す
る
。）、

三
次
市
の
伝
統
的
な
芸
術･

文
化
を
も
と

に
し
た
文
化
的
発
展
へ
の
視
点
、
市
民

の
声
を
設
計
に
反
映
さ
せ
た
い
と
い
う

姿
勢
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
最
優
秀
者
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
市
民
ホ
ー
ル
の
設
計
作
業

に
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
設
計
業
者
と
の
協
議

の
場
を
十
分
に
持
ち
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
施
設
の
設
計
を
め
ざ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kikaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
新
斎
場
の
愛
称（
呼
称
）を「
広
報
み

よ
し
」
９
月
号
な
ど
で
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
77
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
愛
称

（
呼
称
）を「
新
三
次
市
斎
場
建
設
検
討

委
員
会
」
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
市
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

※�

決
定
し
た
愛
称（
呼
称
）は
、「
広
報
み
よ

し
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

�　
11
月
１
日
現
在
、
外
壁
工
事
、
瓦
屋

根
葺
き
な
ど
の
建
築
主
体
工
事
や
、
屋

内
配
管
な
ど
の
各
種
設
備
工
事
に
取
り

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
工
事
は
予
定
ど
お

り
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

�

環
境
政
策
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
７

　

kankyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

今

新
斎
場
建
設
の

Vol.7

連  

載

11月１日現在（左側が新斎場の正面）

潟博物館
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三次市からのお知らせ



島
根
県
飯
南
町
と

災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

大
盛
況
！

「
第
3
回
備
北
酔
い
処
ま
つ
り
」
に
１
万
人
！

自
家
用
車
に
よ
る
有
償
旅
客
運
送

「
さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便
」
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト
！

　

９
月
27
日
（
火
）、
島
根
県
飯
石
郡
飯
南
町
の
山
碕
町
長
、

那
須
議
会
議
長
、
景
山
副
町
長
を
三
次
市
役
所
に
迎
え
、
飯
南

町
と
三
次
市
の
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
被
災
し
た
自
治
体
の
要
請
に
よ
り
、
職
員
の
派
遣
や
救
援

物
資
・
資
機
材
の
提
供
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
締
結
し
ま
し
た
。
県
境
を
越
え
た
同
様
の
協
定
締

結
は
、
島
根
県
で
は
邑
智
郡
邑
南
町
に
続
き
、
２
団
体
目
と
な

り
ま
す
。

　
９
月
18
日
（
日
）・19
日
（
月・祝
）、
広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
「
備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
「
第
3
回
備
北
酔

い
処
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
両
日
で
１
万
人
近
い
来
場
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
備
北
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
7
社
の
ワ
イ

ン
、
日
本
酒
の
試
飲
を
し
な
が
ら
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
備
北

の
味
覚
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
新
た
に
開
設
し
た
ス

イ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
６
店
舗
で
も
、
地
元
産
の
素
材
を
使
っ
た
焼

き
た
て
、揚
げ
た
て
の
和・洋
の
菓
子
が
並
び
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
も
、
太
鼓
、
神
楽
、
バ
ン
ド
、
ヨ
ー
ヨ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

酒
造
ク
イ
ズ
な
ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
三
次
・
庄
原
市

内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
、
備
北
の
秋
の

休
日
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
（
土
）、
川
の
駅
「
常
清
」
の
駐
車
場
で
、
10
月
５
日
（
水
）
か
ら
運
行
を
開

始
し
た「
さ
く
ぎ
ニ
コ
ニ
コ
便
」の
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
運
営
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
元

気
む
ら
さ
く
ぎ
」
理
事
長
の
熊く
ま

本も
と

孝た
か

司し

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の

後
、「
愛
称
」
を
考
案
し
た
作
木
小
４
年
生
の
加か

藤と
う

里り

香か

子こ

さ

ん
・
楠く
す
の
き　
春は
る
奈な

さ
ん
、「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
考
案
し
た
作
木
小

３
年
生
の
中な
か

下し
た

晴は
る

輝き

く
ん
の
表
彰
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
実
験
は
、
週
１
回
市
民
バ
ス
の
運
行
が
無
い
日

に
、
会
員
宅
と
バ
ス
停
や
駅
な
ど
を
自
家
用
車
に
よ
り
有
償

（
片
道
３
０
０
円
）
で
送
迎
す
る
も
の
で
、
来
年
3
月
末
ま
で

運
行
を
行
い
、
今
後
、
本
格
運
用
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

受賞作品と長岡さん（表彰式会場にて）

「
備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
で
は
、
現
在
「
備
北
の
か
が
や
き
」

vol
・
５ 

秋
冬
編
を
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
、
三
次
市
観
光
協
会
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
秋
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
備

北
各
地
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
参
加
店
舗
に
よ
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
も
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

第
７
回
家
や
ま
ち
の
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞
！

　
㈳
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
主
催

「
第
7
回
家
や
ま
ち
の
絵
本
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
川
地
中
学

校
3
年
生
の
長な
が

岡お
か

亮り
ょ
う

汰た

さ
ん
が
、

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
に
選
ば

れ
、
10
月
10
日
（
月
・
祝
）、
高

円
宮
妃
殿
下
ご
臨
席
の
表
彰
式

（
徳
島
市
）
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ぼ
く
の
う
ち
は
カ
ブ
ト
ム
シ
」

と
題
し
た
長
岡
さ
ん
の
絵
本
は
、

長
岡
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
心
が
伝

わ
っ
て
く
る
、
と
て
も
素
晴
し
い

作
品
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

が ん のば る 三 ど子次 も た ち
の三 次注 目 さ れ る ！育教
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第
５
回
三
次
町
北
の
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　
９
月
10
日
（
土
）・11
日
（
日
）、三
次
本
通
り
商
店
街
を
中
心
に
、「
三
次
町
北
の
蔵
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
さ
れ
た
各
種
の
催
し
物
を
撮
影
対
象
に
、
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
た
、
素
晴

ら
し
い
作
品
の
数
々
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
15
作
品
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市長賞（最優秀賞）「狐の花嫁夜行」
撮影者：三上勝也さん(広島市南区)

一席「花嫁夜行」
撮影者：大下和輝さん(広島市安芸区)

二席「こっちむいて～！」
撮影者：田中ちづ子さん(広島市安佐南区)

　
11
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
韓

国
泗さ

川ち
ょ
ん

市
を
公
式
訪
問
し
ま
し
た
。

　
韓
国
泗
川
市
と
は
平
成
13
年
に
姉
妹

都
市
提
携
を
し
、
相
互
交
流
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、平
成
17
年
以
来
７
年
間
、

竹
島
問
題
や
歴
史
的
教
科
書
検
定
問
題

等
に
よ
っ
て
公
式
な
人
的
交
流
は
途
絶

え
て
い
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
と
な
る
今

年
、
今
後
の
両
市
の
交
流
に
つ
い
て
方

向
性
を
見
出
す
た
め
の
訪
問
が
実
現
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
広
島
県
三
次
日
韓

親
善
協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

訪
問
し
、
今
後
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

が
継
続
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
話
を
し

ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
国
際
交
流
は
、
今
年

４
月
に
は
中
国
雅が

安あ
ん

市し

雨う

城じ
ょ
う

区く

へ
17
名

の
小
中
学
生
が
訪
問
、
８
月
に
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ア
メ
リ
カ
ス
市
へ
23
名
の

中
学
生
、
ま
た
、
10
月
に
は
カ
ナ
ダ
メ

イ
プ
ル
リ
ッ
ジ
市
へ
14
名
の
中
学
生
が

訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

行
い
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
出
発
時
の
不
安
な
顔

は
、
帰
国
時
に
は
充
実
と
自
信
に
溢
れ

た
顔
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
11
月
６
日
に
は
、
㈶
三
次
国

際
交
流
協
会
主
催
の
ス
ピ
ー
チ
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
中
学
生
、
高
校
生
の
皆

さ
ん
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
分
た
ち
の

考
え
や
思
い
を
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
審
査
員
の
一
人
と
し

て
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
ま
し
た
が
、
流
暢

な
英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
思
い
が
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
の
意
義
は
、
次
代
を
担
っ

て
い
く
若
い
人
た
ち
が
、
国
や
民
族
や

文
化
な
ど
の
違
い
を
認
め
尊
重
し
合
う

こ
と
を
体
験
し
、
未
来
志
向
の
国
際
的

な
感
覚
を
学
ぶ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
材
を
育
て
、

心
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
平
和
や
文
化
、

経
済
の
交
流
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。

 

三
次
市
長　

増
田 

和
俊

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
材
を

育
て
る
た
め
に
！

ますだの
�つぶやき
ますだのますだの
連載

Vol.6

第20次アメリカス市訪問団
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広告

電化キッチン体験教室のご案内
祝日・日曜開催 11月23日（水・祝）のメニュー

＜おうちランチ＞
・ポークマスタード焼き
・キャベツとエビのサラダ
・白菜のクリームスープ
・ほっとりんご　・ケークサレ

12月11日㈰のメニュー
＜お正月ご膳＞
・豆乳入り雑煮　・だて巻き
・えびの塩焼き　・変わり田作り
・豚肉の香草焼き
・栗きんとんレモン風味

開 催 日　11月23日（水・祝） 10時～ 13時30分
　　　　　12月11日㈰ 10時～ 13時30分
場　　所　中国電力㈱三次営業所　ふれあい教室
申 込 先　中国電力㈱三次営業所�
　　　　　　営業課　担当：宮川
　　　　　　☎（0824）62-7221
受付時間　平日９:00～ 17:00（土日祝日を除く）

（写真はイメージです）

（写真はイメージです）

無料!

　このプロジェクトは、市民の皆さんが、いつまでもいきいきと健康で長寿を全うし、ともに笑顔
あふれる家庭や地域でありつづけることを願い、一人ひとりが生活習慣病予防をはじめとした健康
づくりに取り組むプロジェクトです。

問い合わせ先　いきいき・ともえ・プロジェクト事務局
福祉保健部健康推進課� ☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
総合窓口センター保険年金課� ☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809　 hoken@city.miyoshi.hiroshima.jp

今年度の健診は受けましたか？
まだ健診を受けておられない方へ
　総合集団健診、ドックの申し込みは終了しましたが、三次市国民
健康保険にご加入の40 ～ 74歳の方は、医療機関での個別健診が
12月まで受けられます

○特定健診（個別健診）とは
　医療機関で受診できる健診です。がん検診は
受けられませんが、身体計測（腹囲・体重・身長）・
血圧測定・血液検査（血糖・血中脂質・肝機能）・
検尿が受けられます。

○対象
　三次市国民健康保険にご加入の 40 歳（平成
24年 3月末までに）～ 74歳（健診受診日にお
いて）

○健診期間
　平成 23年 12月末日まで（医療機関の診療日
に限ります。）

○自己負担額　1,300 円
＜無料で受診していただける方＞
　平成 24年 3月末日時点で、40歳の方および
70歳以上の方は、無料で受けられます！
　※�障害者手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保
健福祉手帳）をお持ちの方は、受診時に窓口に提示して
ください。

　※�市県民税非課税世帯の方は、世帯全員の「平成 23年度
市県民税非課税証明書」を受診時に窓口に提示してくだ
さい。

○受診に必要な物
　特定健診受診券（5月中旬頃対象の方に郵送し
ている黄緑色の紙）と国民健康保険証

○申込方法
　市内 32医療機関で実施しています。直接、医
療機関へお申し込みください。
　詳しくは、健康推進課にお問い合わせください。

特定健診（個別健診）へGO!まだ間に合う！

両日とも
先着15名
お申込みは
お早めに

16
Miyosh i  C i ty  Publ ic  Re lat ions
広報みよし��2011年�11月号



広告

ikiiki  tomoe  project
い

活 き 生 き 　 共 笑 　 “ 本 気 宣 言 ！ ”

きいき・ともえ・プロジェクト
シリーズ№18

◆食事バランスガイドを知っていますか？
◆まだ間に合う！特定健診のススメ

今月の
テーマ

　食事は主食・副菜・主菜をそろえ、１日
に適量の果物・乳製品とたっぷりの水分を
とります。
　さらにしっかり運動（コマ回し）します。

メタボ脱出に強い味方！
「食事バランスガイド」を知っていますか？
毎日の食事と運動を考える
バランスコマです。

生活習慣病予防は、体重をコント
ロールする意識を持つことが大切
です！

あなたの適正体重は？（身長はメートル単位で計算します）

※例えば、身長１ｍ 60㎝の方の適正体重…1.6 × 1.6 × 22＝�56.3㎏ �
身長　　　　ｍ × 身長　　　　ｍ × 22 ＝　　　　㎏

そうだ、体重を計ろう！

今日からすぐにできることは？
まず、最初の一歩を踏み出そう！

水

主食

副菜

主菜

乳製品 果物

とりあえず、サンダル
を靴にかえてみる！
そうだ、歩数計をつけ
よう！

「水・お茶」は十分？
←水・お茶

ごはんの量は適量？

野菜のおかずは十分？

小腹がすいたら適量の牛乳や果物を！

油脂の多い肉・魚・卵・
豆腐料理が多すぎない？

運動

参考  厚生労働省・農林水産省「食事バランスガイド」

菓
子・嗜好飲料楽しく適度に

酒・甘い飲み物・
菓子は控えめに！
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相　談 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

子育て相談
11月22日㈫
９：30〜11：00 三次市福祉保健センター３階

多目的室
乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなど気軽にご相談ください。

福祉保健部健康推進課母子保健係
☎（0824）62-6257
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

12月20日㈫
9：30〜11：00

離乳食講座

12月16日㈮
13：30〜15：30

三次市生涯学習
センター３階
調理実習室

６カ月頃までの
乳児を子育て中
の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽し
く交流しましょう！ 10名で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方は
お知らせください。
・申込締切　12月13日㈫

福祉保健部健康推進課
　　　　　　　健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

12月６日㈫
10：00〜11：30

布野生涯学習
センター

５カ月頃〜18
カ月頃までの乳
児を子育て中の
保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽し
く交流しましょう！ 10名で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方は
お知らせください。
・申込締切　12月１日㈭

福祉保健部健康推進課
　　　　　　　健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
布野支所　　　☎（0824）54-2111
君田支所　　　☎（0824）53-2111
作木支所　　　☎（0824）55-2111

行事のお知らせ

11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

～
守
る
の
は　
気
づ
い
た
あ
な
た
の　
そ
の
勇
気
～

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
11
月
は
、
全
国
的
に「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」と
し
て
、

児
童
虐
待
の
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」「
し
つ
け
の

つ
も
り
」と
思
っ
て
も
、実
際
に
子
ど
も
に
有
害
で
あ
れ
ば「
児

童
虐
待
」で
す
。
児
童
虐
待
は
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

●
主
な
児
童
虐
待
の
種
類

身
体
的
虐
待

殴
る
、
け
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

お
ぼ
れ
さ
せ
る
、
戸
外
に
締
め
出
す　

な
ど

性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被

写
体
に
す
る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

（
養
育
の
放
棄
、
怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、車
内
や
家
に
置
き
去
り
に
す
る
、

適
切
な
医
療
や
健
診
等
を
受
け
さ
せ
な
い
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ

る
虐
待
を
放
置
す
る　

な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
・
姉
妹
間
の
差
別
的
な
扱
い
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
配
偶
者
に
暴
力
を
ふ
る
う
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
〔
Ｄ
Ｖ
〕）　

な
ど

「
子
ど
も
の
サ
イ
ン
」に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

　
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る
、
衣
服
や
髪
の
毛
が
い

つ
も
汚
れ
て
い
る
、
表
情
が
乏
し
い
、
お
ど
お
ど
し
て
い
る
、
落

ち
着
き
が
な
く
乱
暴
に
な
る
、
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い

る
な
ど
の「
子
ど
も
の
サ
イ
ン
」に
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

虐
待（
の
疑
い
）に
気
づ
い
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
子
ど
も
の
サ
イ
ン
」
に
気
づ
い
た
と
き
や
、
子
ど
も
の
こ

と
で
悩
ん
だ
と
き
、
虐
待（
の
疑
い
）
に
気
づ
い
た
ら
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
連
絡
で
、
守
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
未
来
が
あ
り
ま
す
。

※�

匿
名
で
も
結
構
で
す
。連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課
児
童
家
庭
相
談
係

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
４
７

　

ikuji@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
ま
た
は
子
育
て
応
援
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
虐
待
通
告
、
子
育
て
、
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
専
用
電
話
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

６
０
１
１

　
11
月
は
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
対
策
強
化

月
間
で
す
。乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
は
、元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
、
事
故
や
窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に
突
然
死
亡
す
る
病
気

で
す
。
日
本
で
は
、
約
６
千
人
～
７
千
人
に
一
人
の
赤
ち
ゃ
ん

が
、
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
後
２
カ
月
～
６
カ
月
に
多
く
、
ま
れ
に
１
歳
以
上
で
も
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
原
因
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
３
つ
を
守
る
こ

と
で
発
症
の
可
能
性
を
小
さ
く
で
き
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

　
う
つ
ぶ
せ
寝
が
、
あ
お
向
け
寝
に
比
べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症

率
が
高
い
と
い
う
研
究
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
医
学
上
の
理
由

で
必
要
な
と
き
以
外
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
寝

か
せ
、
な
る
べ
く
一
人
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
ば
こ
は
や
め
る

　
両
親
が
喫
煙
す
る
場
合
、
両
親
が
喫
煙
し
な
い
場
合
よ
り
も

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

妊
婦
自
身
の
喫
煙
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
婦
や
乳
幼
児
の
そ
ば
で
の

喫
煙
も
避
け
る
よ
う
、
周
り
の
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

●
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

　
母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
乳
児
は
、
人
工
乳
の
乳
児
と
比
べ

て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
乳

が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
だ
け
母
乳
で
育
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
５
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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問い合わせ先　福祉保健部健康推進課健康食育推進係
� ☎（0824）62-6232�　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

作ってみませんか「ふるさとランチ」メニュー
６月19日・10月19日・１月19日は「みよしふるさとランチの日」
　「ふるさとランチ」とは栄養バランスのとれた学校・保育所給食に、三次産の米や野菜などをふん
だんに取り入れたものです。旬の野菜を使ったおいしい「ふるさとランチ」メニューを紹介します。
ぜひ、ご家庭でも作ってみてください。

み
よし

発地産
地消のすすめ

11月の
テーマ さつまいも

　
三
次
市
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て
い
る
広

島
大
学
か
ら
講
師
を
迎
え
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
乳
幼
児
期
の
成
長
や
発
達
過
程
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
親
と
子
が
共
に
育
つ

育
児
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
参
加
費
無
料
、

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
と　
き　
12
月
6
日（
火
）

�

13
時
30
分
～
15
時

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

�

　
4
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
内　
容　

�「
乳
幼
児
の
心
の
育
ち

～
親
と
子
の
関
わ
り
を
通
し
て

�

子
育
て
を
考
え
る
～
」

●
講　
師　
広
島
大
学
大
学
院

�

保
健
学
研
究
科　
竹た

け

中な
か

和か
ず

子こ

さ
ん

※�

託
児
を
行
い
ま
す
の
で
、
12
月
1
日（
木
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

託
児
申
し
込
み
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課
育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kikaku@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
12
月
11
日（
日
）

�

９
時
30
分
～
15
時
頃

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

�

４
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
ほ
か

●
対　
象　
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
会
員
、

�

そ
の
他
子
育
て
中
の
親
子

●
内　
容　
「
親
の
力
」の
学
び
あ
い

　
　
　
　
　
「
特
技
を
ふ
や
せ
！
」

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

●
参
加
費　
大
人
２
０
０
円　
子
ど
も
無
料

●
申
込
締
切　
11
月
30
日（
水
）

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課
育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

　

（
０
８
２
４
）６
２

－
６
３
０
０

　
ikuji@city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
不
安（
い
じ
め
、

不
登
校
、
こ
と
ば
や
発
達
の
遅
れ
、
非
行
、

し
つ
け
等
）
を
感
じ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

と
こ
ろ

申
込
締
切

11
月
21
日
（
月
）

10
時
～
15
時

三
次
市
福
祉

�

保
健
セ
ン
タ
ー
11
月
14
日（
月
）

11
月
28
日
（
月
）

10
時
～
15
時

吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

11
月
21
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課

�

児
童
家
庭
相
談
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
４
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

　

ikuji@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催
！

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

特
別
巡
回
児
童
相
談
の
ご
案
内

吉舎共同調理場メニュー
●ごはん　　●牛乳
●魚のマリネ　揚げた魚に玉ねぎ・ピーマンの甘酢だれをかける
●山の芋サラダ
●けんちん汁
　にんじん・ごぼう・こんにゃく･油揚げ・とうふ･ねぎが入ったしょうゆ味の汁

吉舎の特産「山の芋」とさつま
いもが仲良くサラダになりま
した。

子
育
て
講
演
会　
開
催

山の芋サラダ
■材料（１人分）

山の芋�………………… 20ｇ
さつまいも�…………… 20ｇ
にんじん�……………… ３ｇ
きゅうり�……………… 15ｇ
ポークハム�…………… ５ｇ
スパゲティ�…………… ４ｇ
マヨネーズ�…………… 10ｇ

■作り方
①山の芋、さつまいもは皮をむき、１cm角に切る。にんじんは千切りし、
それぞれゆでて冷ましておく。

②きゅうりは輪切りにし、塩（分量外）でもんでおく。しんなりしたら水で
洗い、しぼる。

③ハムは短冊切りにしてゆでて冷ます。
④スパゲティは表示どおりゆでて、冷水にさらして、水を切っておく。
⑤ボウルに①～④を入れマヨネーズで和える。
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情報

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

昨
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
が
流
行
し
ま
し
た

が
、
今
年
４
月
か
ら
通
常
の
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
公
費
助
成
は
、
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
の
み

と
な
り
ま
す
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
流
行
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
感
染
を
予
防
す
る
と
と
も

に
、
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
な
ど
で
正
確
な
情
報
を
収

集
し
、
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
の
基
本

　

予
防
や
重
症
化
防
止
に
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有

効
（
＊
）
で
す
。
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、

流
行
が
本
格
化
す
る
12
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
流
行
前
・
流
行
中
と
も
、
う

が
い
や
手
洗
の
徹
底
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

適
度
な
湿
度
、
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
な
ど
が
大
切
で
す
。

＊�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
、

十
分
な
予
防
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

　
三
次
市
で
は
、
平
成
23
年
12
月
31
日

ま
で
、
次
の
と
お
り
予
防
接
種
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
地
域
医
療
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
２
９
４

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
は
１
年
を
通
し
て
発
生
し
ま
す

が
、
11
月
ご
ろ
か
ら
増
加
し
は
じ
め
、

12
月
か
ら
１
月
が
発
生
の
ピ
ー
ク
に
な

り
ま
す
。

●
感
染
予
防
の
基
本
は

�

「
手
洗
い
」
で
す
！

　
感
染
経
路
に
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
て
感
染
す
る

場
合
と
、
感
染
し
た
人
の
ふ
ん
便
や
お

う
吐
物
な
ど
か
ら
感
染
す
る
場
合
と
が

あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
感
染

経
路
と
な
る
の
が
「
手
指
」
で
す
。
家

族
全
員
が
、
き
ち
ん
と
手
を
洗
う
こ
と

が
感
染
予
防
の
基
本
で
す
。

日
頃
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
手
洗
い
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
の
前

○
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

○
調
理
の
前

○�

排
泄
の
介
助
や
ふ

ん
便
・
お
う
吐
物

の
処
理
の
後

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課

�

健
康
食
育
推
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
12
月
末
ま
で
で
す

対　

象　

者

自
己
負
担
額

65
歳
以
上
（
※
１
）
の

生
活
保
護
受
給
者

0
円
（
全
額
公
費
負
担
）

65
歳
以
上
（
※
１
）
の

生
活
保
護
受
給
者
以
外

１
，
０
０
０
円

※
１�　

60
～
64
歳
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は

呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
方
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に

障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）
を
含
み
ま
す
。

※
２�　
助
成
（
接
種
）
回
数
は
１
回
で
す
。
２

回
目
の
接
種
を
さ
れ
た
場
合
、
２
回
目
の

接
種
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

（
公
費
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
３�　
接
種
（
公
費
助
成
）
の
期
間
は
、
平
成

23
年
10
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

で
す
。
こ
の
期
間
以
外
に
接
種
さ
れ
た
場

合
は
、
接
種
費
用
の
全
額
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
（
公
費
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
４�　
予
防
接
種
は
、
事
前
に
医
療
機
関
と
市

が
契
約
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
外

で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
な
ど
詳
し
く

は
、
医
療
機
関
ま
た
は
健
康
推
進
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
５�　
償
還
払
い
は
行
い
ま
せ
ん
（
接
種
費
用

の
全
額
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
さ
れ

た
あ
と
公
費
助
成
相
当
額
を
市
に
請
求
さ

れ
て
も
、
公
費
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談 12月20日㈫

受付時間
13：00
　  ～

14：30

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎
第３庁舎内）
三次市十日市東
四丁目６番１号

対　象：
　�ストレス・うつ病な
ど心の健康について
不安のある方および
その家族など
スタッフ：
　精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課　保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない
場合はFAXでお申し込み
ください。

エイズ
検査・相談 12月14日㈬

検査は無料・匿名で
受けられます。結果
はその日にお知らせ
できます。
相談は随時実施して
います。

11月の献血
と　き
　11月22日（火）
　　10：00～11：00
　　12：00～15：00
ところ
　三次市役所
� （三次市職員互助会主催）

〔�

事
業
の
概
要
〕
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●
と
こ
ろ�

サ
ン
グ
リ
ー
ン
１
階
フ
ロ
ア

●
登
録
で
き
る
方

・
年
齢
が
18
歳
～
54
歳
の
健
康
な
方

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
方

・
体
重
が
男
性
45
㎏
、
女
性
40
㎏
以
上
の
方

問
い
合
わ
せ
先

　
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
ド
ナ
ー
バ
ン
ク

　
☎（
０
８
２
）２
５
６

－

３
５
２
３

　

（
０
８
２
）２
５
６

－

３
５
２
２

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、「
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
と　
き�

11
月
26
日
（
土
）�

12
時
30
分
～

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●
講　
師　
医
療
法
人　
微
風
会

　
　
　
　
　
三
次
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

院
長　
伊い

藤と
う　
聖ひ

じ
り

さ
ん

　
　
　
　
　
備
北
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

�

弁
護
士　
前ま

え

田だ

剛つ
よ

志し

さ
ん

　
　
　
　
　
三
次
市
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

�

代
表　
片か

た

岡お
か

征せ
い

治じ

さ
ん

●
主　
催　
三
次
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

※�

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
対
象
講
座
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
４

－

１
２
４
５

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー

「
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ
う

 

～
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
～
」

　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
す
る
こ
と
で
免
疫
力
が
下
が
り
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。

　
12
月
1
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ

て
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
、
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

見
の
解
消
な
ど
を
図
る
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
、

普
及
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

●
パ
ネ
ル
展
示

�

11
月
30
日（
水
）
～
12
月
２
日（
金
）

●
普
及
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布

�

12
月
1
日（
木
）11
時
～
12
時

●
と
こ
ろ　
サ
ン
グ
リ
ー
ン
１
階
フ
ロ
ア

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
健
康
食
育
推
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
ま
た
は
広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
８
１
㈹

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
９
０

　
血
液
難
病
の
方
に
健
康
な
骨
髄
液
を
点
滴

移
植
す
る
こ
と
で
、
命
を
助
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は「
命
の
贈
り
物
」
と
し
て
骨

髄
液
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
が
必
要
で
す
。

　
あ
な
た
の
勇
気
と
優
し
さ
に
よ
る
善
意
の

登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
11
月
20
日(

日)
�

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

12
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力
を
！

～
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
会
の
ご
案
内
～
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青
少
年
育
成

だ
よ
り

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議
は
、
三
次

市
内
の
19
町
民
会
議
で
構
成
さ
れ
、
青

少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
様
々
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
マ
ス
コ
ッ
ト

�

ゆ
っ
ぴ
ー

　

８
月
20

日
（
土
）、
八

次
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
絵

本
作
家
、
宮み

や

西に
し

達た
つ

也や

さ
ん

の
「
お
ま
え

う
ま
そ
う
だ

な
」
と
い
う
絵
本
を
映
画
化
し
た
映

画
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
親

子
の
絆
、
愛
と
友
情
を
軸
に
し
た
感

動
的
な
映
画
で
、
子
ど
も
た
ち
、
地

域
住
民
約
１
５
０
人
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
５
日
（
水
）
に
は
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
、
学
校
で
の

状
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
、「
青
少
年
育
成
意
見
交
換
会
」

を
八
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
八
次
地
区
連
合
自
治
会

と
連
携
し
、
地
域
住
民
の
方
に
広
く

参
加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
継
続

は
力
な
り
」
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
31
日
（
日
）、
夏
休
み
恒
例

の「
お
山
の
学
校
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
内
在
住
の
料
理
人
、
山や

ま

本も
と　
勉つ

と
む

さ
ん
の
お
宅
を
開
放
し
て
い
た
だ

き
、
小
・
中
学
生
20
人
、
大
人
18
人

が
参
加
し
、
ピ
ザ
と
燻
製
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
ピ
ザ
は
、
生
地
作
り
、
釜
の
火
入

れ
な
ど
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
採
れ
た
野
菜
を
持
ち
寄

り
、ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
に
。
燻
製
は
、

鶏
肉
や
鯵
を
人
工
の
調
味
料
は
使
わ

ず
、下
ご
し
ら
え
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
難
易
度
は
か
な
り
高

い
も
の
の
、
食
材
の
持
つ
味
を
大
切

に
し
た
料
理
の
美
味
し
さ
に
大
満
足
。

箸
、
皿
、
コ
ッ
プ
も
、
近
く
の
林
か

ら
切
り
出
し
た
竹
で
手
作
り
。
自
然

の
恵
み
に
感
謝
し
た
１
日
で
し
た
。

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

 

映
画
上
映
会
開
催

お
山
の
学
校

“
ピ
ザ
・
燻
製
作
り
教
室
”
開
催

青
少
年
育
成
八
次
町
民
会
議

青
少
年
育
成
甲
奴
町
民
会
議



　

加
入
者
数
・
加
入
世
帯
数
は
、

前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
税
は
、
平
成
22
年
度
に
税

率
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、

不
況
に
よ
る
個
人
所
得
の
落
ち
込

み
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
当
た
り
の

年
税
額
は
８
万
４
，
６
９
３
円

で
、
県
内
平
均
よ
り
３
，
５
０
０

円
低
く
、
県
内
23
市
町
中
12
位
で

す
。
医
療
費
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
、
一
人
当
た
り
療
養
諸
費
は

38
万
８
，
１
２
５
円
で
、
県
内
平

均
よ
り
２
万
７
，
７
１
６
円
高
く
、

県
内
23
市
町
中
6
位
で
す
。

　
国
保
財
政
は
、
全
国
的
に
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
赤
字
と
な
る

部
分
は
基
金
繰
入
金
（
基
金
の
取

り
崩
し
）
で
対
応
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
保
険
年
金
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

hoken@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
保
険
年
金
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

hoken@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
都

道
府
県
単
位
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
三
次
市
の
被
保

険
者
に
関
す
る
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
数
は
、
１
万
１
，

１
０
９
人
で
前
年
度
よ
り
62

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
平
成
22
年
度

の
改
正
で
引
き
上
げ
ら
れ
、

一
人
当
た
り
保
険
料
（
年

額
）
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
，
１
５
９
円
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
人
当
た
り
医
療

給
付
費
（
年
額
）
は
88
万
８
，

２
０
２
円
で
、
県
内
平
均
の

95
万
１
，
６
２
０
円
よ
り

６
万
３
，
４
１
８
円
低
く
、

県
内
23
市
町
中
15
位
で
す
。

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
の
運
営
状
況

シリーズ

み
ん
な
の

国
保

こ

く

ほ

シリーズ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

第40回

平成21年度 平成22年度 傾向
加入被保険者数 13,511人 13,467人
加入世帯数　　 8,237世帯 8,225世帯

保
険
税

課税額（現年分） 11億7,389万円 11億4,056万円
収納額（現年分） 10億7,287万円 10億5,227万円
収納率（現年分） 91.40% 92.20%

一人当たり年税額
（　）は広島県の平均

84,942円
（89,546円）

84,693円
（88,193円）

医
療
費

医療費総額※1 51億257万円 52億2,688万円

一人当たり療養諸費
（　）は広島県の平均

369,217円
（351,815円）

388,125円
（360,409円）

保険給付費※2 37億1,675万円 38億56万円

繰
入
金

一般会計繰入金 485万円 1億5,309万円
基金繰入金 0円 2億3,594万円
年度末の基金残高 8億8,333万円 6億6,823万円

平成21年度 平成22年度 傾向

加入被保険者数 11,047人 11,109人

保
険
料

賦課額（現年分） 4億5,783万円 4億7,327万円

収納額（現年分） 4億5,514万円 4億6,989万円

収納率（現年分） 99.41% 99.28%

一人当たり年間保険料 41,444円 42,603円

医
療
費

保険給付費 97億4,801万円 98億6,703万円

一人当たり給付費
（　）は広島県の平均

882,413円�
（924,992円）

888,202円
（951,620円）

三次市負担額※1 7億8千1百万円 8億1百万円

※
１�

保
険
給
付
対
象
と
な
る
医
療
費
の
合
計
額

※
２�

医
療
費
総
額
か
ら
自
己
負
担
を
除
き
、
保
険
か
ら
医

療
機
関
等
に
支
払
う
金
額

※１�保険給付費の内、現役並所得者（負担割合 3割）分の給付費を除いた金額
の 12分の 1（8.3％）を市が負担します。
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介護サービス事業者と契約します
　作成したケアプランをもとに、利用するサービス事業者と契約します。
　複数のサービスを利用する場合は、それぞれの事業者ごとに契約が必要です。
　契約のときに、「具体的にどのようなサービス内容なのか」を説明されます。
　内容がわからなければ、納得できるまで説明を受けましょう。
○サービスの内容：利用者の状況にあったサービスの内容や回数か。過剰ではないか。
○利用者負担金：利用者負担額や交通費の要否などの内容が明記されているか。
○利用者からの解約：利用者からの解約が認められることや、その手続きに関することが明記されているか。
○損害賠償：万一、介護事故などが発生した場合の対処方法や損害賠償はどうなっているか。
○秘密保持：利用者および家族に関する秘密や個人情報が保持されるようになっているか。

　介護支援専門員（ケアマネジャー）が訪問し、ご本人・ご家族とどのようなサービスが
必要か話し合います。

説明を聞いて納得したら、印鑑を押して同意します。これでケアプランの作成は完了です。

　ケアプランは、利用する介護サービスの全体像となります。
いつ、何を、どのくらい利用したいかしっかり伝えましょう。

　介護支援専門員が「ケアプランの原案」を作成して説明し
ます。
　質問があれば納得できるまで説明を聞いてください。

介 護 保 険みんなの 第５回シリーズ

介護保険ってどんな制度？
◆サービスを利用するためにはどうしたらいいの？
　要介護認定を受けた方は、介護サービスを利用するために、いくつかの手順を踏まなければなり
ません。介護保険のサービスを利用するまでの流れは次のとおりです。

※次回は、介護サービスの種類についてお知らせします。

問い合わせ先　�福祉保健部高齢者福祉課介護保険係
☎（0824）62-6387　 （0824）62-6381　 koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

認定結果

　要支援 ･ 要介護状態にな
らないように、介護予防を
目的としたサービスが利用
できます。

地域包括支援センターへ「介
護予防サービス計画（ケアプ
ラン）」の作成を依頼（契約）
します。

　居宅介護支援事業所へ「介護サー
ビス計画（ケアプラン）」の作成を
依頼（契約）します。
※�居宅介護支援事業所は自由に選択で
きます。

非該当（自立）
　介護保険の対象者にはな
らないが、介護が必要とな
るおそれの高い人など

要介護１〜５
　介護保険のサービスに
よって、生活機能の維持・
改善を図ることが適切な人
など

要支援１・２
　介護保険の対象者だが、
要介護状態が軽く、生活機
能が改善する可能性の高い
人など
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「
ひ
と
・
か
が
や
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」開
催

　
私
た
ち
が
互
い
に
認
め
合
い
、
一
人

ひ
と
り
が
輝
き
、
共
に
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　
き　
11
月
27
日（
日
）10
時
～

●
と
こ
ろ　
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ

�

３
階
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か

●
入
場
料　
無
料

●
内　
容

◇
中
学
生
人
権
作
文
朗
読

◇
映
画
上
映
会「
オ
カ
ン
の
嫁
入
り
」

�

※
託
児
あ
り

◇
寸
劇「
見
つ
め
あ
っ
て
思
い
や
り
」

◇�

ひ
と・か
が
や
き
フ
ェ
ス
タ　
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ「
伝
え
よ
う
笑
顔
と
心
」

　
合
唱　
ピ
ー
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
よ
し

◇
人
権
講
演
会

　
講
師　
遙は

る
か　
洋よ

う

子こ

さ
ん

　
（�

タ
レ
ン
ト
・
作
家
）

　
演
題

　
　
「
今
よ
り
少
し
自
由
に
生
き
る

�

た
め
の
秘
訣
」

　
※�

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児
あ
り

◇
そ
の
他

　
�

小
学
生
人
権
書
道
作
品
展
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
人
権
パ
ネ
ル
展
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課
ひ
と
づ
く
り
係

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
４

－２
８
３
２

　

chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

「ひと・かがやき一行詩」募集！

11月14日～20日は
「女性の人権ホットライン」全国一斉強化週間です

　配偶者などからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストー
カー行為など、女性に対する暴力は、重大な人権侵害であり、決して許され
るものではありません。内閣府の全国調査では、配偶者から暴力を受けたと
いう女性が10.8％に上り、多くの女性が、暴力を受けても一人で悩み、相談
できない状況にあることがわかっています。

相談・問い合わせ先　地域振興部地域振興課ひとづくり係
 ☎・ （0824）64-2832　 chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

秘密は守ります。安心してご相談ください。
配偶者・パートナーからの暴力（DV）で悩んでいませんか。

問い合わせ先
　広島法務局三次支局
　☎・ （0824）62-5070

と　　き と　こ　ろ

12月３日㈯ 君田保健センター
布野生涯学習センター

12月５日㈪ みらさか福祉センター
サングリーン

12月７日㈬ 三次市役所吉舎支所
作木山村開発センター

12月８日㈭ みわ保健センター
甲奴老人福祉センター

※開設時間はいずれも10時～ 15時です。

　昭和23年12月10日、第３回国連総会で
世界人権宣言が採択されたことから、12
月4日～10日までを「人権週間」と定めまし
た。この宣言は、世界の平和と人類の幸福
を願って、人間は誰でも、人間としての尊
厳と価値が認められ、人間として当然に持っ
ている基本的権利を、お互いに尊重しなけ
ればならないことを表明したものです。
　広島法務局三次支局と三次人権擁護委員
協議会では、「人権週間」に特設人権相談所
を開設します。秘密は厳守されますので、
人権問題に限らずお困り事や悩み事につい
て、お気軽にご相談ください。

　法務局および人権擁護委員連合会では、男女差別やＤＶなど、女
性をめぐる様々な人権問題を把握し、問題解決のために援助する専
用電話相談を常時開設しています。
　今年も、11月14日（月）～20日（日）を、全国一斉強化週間として、
法務局職員と人権擁護委員が、相談時間を延長して電話相談に応じます。
●専用電話番号　☎0570-070-810（全国共通ナビダイヤル）
　　　　　　　　※PHS、IP電話からは接続できません。
●相談時間　�11月14日（月）～ 18日（金）　8時30分～ 19時

11月19日（土）、20日（日）　10時～ 17時
問い合わせ先　広島法務局人権擁護部第一課　☎（082）228-5790

「第63回人権週間」
特設人権相談所　開設

11月12日～ 25日は内閣府が主唱する
「女性に対する暴力をなくす運動」
� の運動期間です

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

Ⓒ�2010「オカンの嫁入
り」製作委員会

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク

　家庭、学校、職場、地域などで、「認め合う」
「助け合う」「いのち」「愛」「やさしさ」などを感じ
させる一行詩を募集します。
※�一行詩とは？　自由な形式で自分の気持ちを
短く表現したもの
●部　　門
・一般の部（高校生以上）
・小学校5・6年生、中学生の部
●応募規定
・応募作品は自作で未発表の作品に限ります。
・応募作品は返却しません。
・応募作品の著作権は三次市に帰属します。
・応募は一人１作品以内とします。
●展　　示
　「ひと・かがやきフェスタ�2011」において展示
●応募締切
　11月18日（金）
●応募方法
　住所、名前、年齢（学校名・学年）、電話番号
を、郵送、FAXまたはメールでお送りください。
� ※様式は問いません。
応募・問い合わせ先
地域振興部地域振興課ひとづくり係
〒728-0013 三次市十日市東三丁目14番2号
（三次市青少年女性センター内）� ☎・ �（0824）64-2832
� chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp
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問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎（
０
８
２
）２
２
１

－

５
３
４
５

●
と　
き　
11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

�

10
時
～
15
時

●
と
こ
ろ　
三
次
市
文
化
会
館
２
階
会
議
室

●
相
談
内
容

　

民
事
…�

不
動
産
関
係
、
登
記
関
係
、

金
銭
関
係
、
交
通
事
故
関

係
、
損
害
賠
償
関
係　
ほ
か

　

家
事
…�

相
続
・
遺
産
分
割
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
遺
言　
ほ
か

●
後　
援　
最
高
裁
判
所

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
家
庭
裁
判
所
三
次
支
部
庶
務
課

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

５
１
６
９

　

司
法
書
士（
10
名
程
度
）
が
、
丁
寧
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と　
き

　
12
月
11
日
（
日
）
10
時
～
16
時

●�

と
こ
ろ

　
三
良
坂
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
布
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

相
談
内
容

　

�　
相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
、
成
年
後

見
、
不
動
産
の
登
記
、
会
社
・
法
人
の

登
記
、
裁
判
・
小
額
訴
訟
、
ク
レ
ジ
ッ

ト・サ
ラ
金
被
害
、
近
隣
関
係
、
夫
婦・

親
子
関
係
、
悪
質
商
法
被
害
、
交
通
事

故
、
そ
の
他
法
律
問
題
全
般

�

※
予
約
は
不
要
で
す
。

広
島
司
法
書
士
会
・

広
島
司
法
書
士
青
年
の
会

無
料
法
律
相
談
会　
開
催

障害者巡回相談
相 談 員
　三次市障害者支援
　センター相談員
� ほか
相談時間
　10時～ 12時

と　き ところ
12月５日㈪ 作木支所
12月６日㈫ 布野保健福祉センター
12月８日㈭ みわ保健センター
12月９日㈮ 吉舎保健センター
12月12日㈪ 君田保健センター
12月13日㈫ 甲奴老人福祉センター
12月15日㈭ みらさか福祉センター

ピア・カウンセリング
統合失調症・うつ病・脊髄損傷・視覚障害・聴覚障害・歩
行障害・脳血管障害の方々がカウンセリングに応じます。
カウンセリング時間：13時30分～15時30分※要予約（３日前まで）

と　き ところ
12月３日㈯ 三次市福祉保健セン

ター２階活動交流室12月17日㈯

「きこえ」に困っている人のための相談会
相 談 員 　伊

だ
達
て
元
げん
一
いち
郎
ろう
（聴覚障害者）

相談時間　９時～ 12時� ※要約筆記あり

と　き ところ

12月10日㈯ 三次市福祉保健セ
ンター１階相談室

知的障害者の相談会
相 談 員 　新

しん
元
もと
史
ふみ
子
こ
（知的障害者相談員）

相談時間　10時～ 12時��※要予約
連 絡 先　☎090-2297-4546（新元）

と　き ところ

12月17日㈯ 三次市福祉保健
センター

　障害者（身体・知的・精神）の生活や就労、ご家族の悩みなど
障害者相談会開催のお知らせ

の相談に、障
害者支援セン
ター相談員な
どが応じます。
お気軽にご相
談ください。

問い合わせ先
　総務省中国四国管区行政評価局
� ☎（082）228-6173
� （082）228-4955

と　　き と　こ　ろ
11月20日㈰ 10時30分～ 16時 三次市福祉保健センター
11月21日㈪ 9時～ 12時 みらさか福祉センター
11月22日㈫ 10時～ 15時 三次市役所吉舎支所
11月24日㈭ 10時～ 11時30分 君田保健センター
12月７日㈬ 10時～ 15時 作木山村開発センター
12月９日㈮ 9時～ 12時 甲奴老人福祉センター

12月13日㈫ 10時～ 15時
三次市役所吉舎支所
みわ保健センター

※�日程は変更される場合がありますので、ご利用の際
は、お問い合わせください。

　総務省では、国や特殊法人の仕事につ
いての苦情の解決やご意見・ご要望の実
現に向けて、行政相談委員による相談所
を開設しています。お気軽にご利用くだ
さい。

行政相談委員の相談所　開設

　統合失調症の方のご家族を対象
に、病気や対応の仕方などを学習
します。日ごろの悩みや思いをお
互いに語り合ってみませんか。
と　き　12月８日（木）
　　　　13時30分～ 15時30分
と�ころ　�三次市福祉保健センター

センター２階活動交流室
対�　象　統合失調症の方のご家族のみ
内　容　「�家族のストレスケアに

ついて」
講�　師　三次病院地域生活支援部長
� 臨床心理士　大

おお

坪
つぼ

将
まさ

志
し

さん
申込方法　�12月１日（木）までに電話

でお申し込みください。

統合失調症の方の
家族学習会

申し込み・問い合わせ先　三次市障害者支援センター
� ☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132　 support@p1.pionet.ne.jp

財
団
法
人　
日
本
調
停
協
会
連
合
会
主
催

無
料
調
停
相
談
会　
開
催
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問い合わせ先　益川敏英講演会三次市実行委員会事務局（教育委員会学校教育課内）
� ☎（0824）62-6184　 （0824）62-6288

問�い合わせ先
� ☎（0824）62-4137（休石）

　平成 20年にノーベル物理学賞を受賞された益
ます
川
かわ
敏
とし
英
ひで
さん

の講演会を開催します。

指　揮　淀
よど
川
かわ
亜
あ
沙
さ
　　ピアノ　木

き
津
づ
田
た
真
ま
紀
き

第１部〈メロディーのおくりもの〉
　�君と歌おう、Smile�again、
　シチリアーノ、African�Alleluia
第２部〈11ぴきのネコ〉
　　　　　�にゃごろソング、お腹が空いたのブルー

ス、のんだくったマーチ　ほか

と　き　11月20日㈰　10時～ 12時（受付9時～）　ところ　�三次市文化会館
テーマ　�「現代社会と科学」　　　　　　　　　　入場料　500円（高校生以下無料）

ノーベル物理学賞受賞者
益川敏英 講演会

みよし児童合唱団　第18回定期演奏会
「11ぴきのネコ」

劇団四季ミュージカル
「はだかの王様」

けんみん文化祭ひろしま ’11「演劇・ミュージカルの祭典」
　県内で活動するアマチュア劇団が、創意あふれる演劇・ミュージカル
を上演します。

問�い合わせ先　けんみん文化祭三次市実行委員会事務局（教育委員会社会教育課内）
� ☎（0824）64-0092　 （0824）62-6288

問い合わせ先　三次市文化会館
　☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

と　き　平成24年２月18日㈯
　　　　　開演16時（開場15時30分）
ところ　三次市文化会館
入場料　�Ｓ席4,000円（2,000円）�

Ａ席3,000円（1,500円）�
Ｂ席2,000円（1,000円）

　※（　）内は、高校生以下の料金
　※�３歳以上有料（３歳未満の着席は有料）、無料託児サービス（要

予約）あり
　※車椅子席（S席）は、市役所本館受付のみで販売
　※見切席（１階前方左右16席）は当日券（Ａ席）のみ販売
前�売券販売所　サングリーン、CCプラザ、三次市
文化会館、市役所本館受付および各支所

と　　き　12月４日㈰　10時～ 16時30分　※時間は変更することがあります。
と こ ろ　三次市文化会館※入場無料
出演団体　�びんご府中あじさい劇団（府中市）、敷信母さん劇団（庄原市）、芝居空間�侍

エレクトリカルパレード（東広島市）、福山市民ミュージカル（福山市）
アトラクション　エミッションスタジオ

と　き　 11月27日㈰� 開演14時（開場13時30分）

ところ 　�みわ文化センター サンホール
入場料 　シングル700円　ペア1,000円

チ�ケット取り扱い　サングリーン、CCプラザ、みわ文化
センター

※�みわ文化センターまで送迎バスを運行します。ご利用の方はお

問い合わせください。

※高校生以下は無料ですが、入場整理券が必要です。
※入場券・整理券は、ＣＣプラザ、サングリーン、三次市文化会館、市役所本館受付および各支所で取り扱っています。

12月12日㈪10時～前売り開始！
撮影：荒井　健
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やすらぎに満ちる空間を演出します！
尾関山公園　紅葉ライトアップ

こうぬカーターピーナッツ収穫祭

第８回 霧の海作品展

　尾関山公園のモミ
ジをライトアップし
ています。おごそか
な情景をお楽しみく
ださい。

　幻想的な霧の海。その海
底に息づく草花や鳥や生き
ものたち。三次の自然と霧
の海がテーマです。

　三次藩浅野家の菩提寺「鳳
ほう

源
げん

寺
じ

」において、義士
法要やイベントなどを行います。討入りそば、うど
ん、ぜんざい、おでん、
お餅などの販売もありま
すので、ぜひ、お越しく
ださい。

　19日は書道パフォーマンスとイルミネーション、
20日はカーターピーナッツ各種商品や炭焼きレス
トラン、こうぬオンステージをお楽しみください。

～三次の自然と霧の海　写真コンテスト～

問い合わせ先　社団法人三次市観光協会
　☎（0824）63-9268　 （0824）63-1179

問�い合わせ先　弘法山イルミネーション点灯式及び書道
パフォーマンス大会実行委員会カーターピーナッツ収
穫祭実行委員会（甲奴支所内）� ☎（0847）67-2122

問�い合わせ先　霧中クラブ（事務局：冨士原）
� ☎080-5610-0754

と　き　�～ 11月23日（水・祝）まで
17時30分～ 20時30分

ところ　尾関山公園　清心池周辺

と　き　11月19日㈯ 13時～
ところ　ジミー・カーターシビックセンターほか

と　き　11月20日㈰ ９時～
ところ　いこいの森弘法山

と　き　�11月23日（水・祝）～ 27日㈰
ところ　�サングリーン１階センターコート
主　催　霧

む
中
ちゅう
クラブ　　共　催　㈳三次市観光協会

※11月15日㈫まで作品の応募を受け付けています。

第27回 三次義士祭

美術館インフォメーション

と　き　12月11日㈰
　　　　9時30分～�義士パレード（照林坊～鳳源寺）
　　　　11時～� 義士法要など（鳳源寺）
一般市民参加の「義士パレード」参加者募集中！
義士パレードに興味のある方の参加をお待ちしています。

問い合わせ先
　三次ライオンズクラブ（三次商工会議所内）
　☎（0824）62-8400　 （0824）64-1155

書道パフォーマンス・カーター大会inこうぬ
&カーターイルミネーション点灯式

遊びにきてね！
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はらみちを美術館�※12月の休館日は29日㈭に変更します。
君田温泉森の泉14周年記念感謝祭関連イベント
「やすらぎの広場」テーマ：心に届け�笑顔と元気を‼
と　　き　11月20日㈰　13時30分～ 15時30分
入 館 料　500円（中学生以下無料）
内　　容　トークショー
� ・佐

さ
久
く
間
ま
祥
しょう
雲
うん
「ニコニコ人生」

� ・芝
しば
床
とこ
光
みつ
代
よ
「喜笑楽で生きましょう」

� ワークショップ
� ・赤

あか
木
ぎ
賢
けん
治
じ
「じいちゃんからの贈り物」

� ～子や孫達に残す折り紙のおもちゃを作ってみませんか～

問い合わせ先　�☎（0824）53-7021（0824）53-2119

美術館あーとあい・きさ� ※月曜日休館

第８回広島日展会総合小品展
と　　き� 11月15日㈫～ 12月11日㈰
開館時間� 10時～ 17時
入 館 料� 一　般400円、65歳以上300円、
� 高校生200円
※�中学生以下、障害者手帳などをお持ちの方および介助者は無料
※20人以上の団体割引あり

問い合わせ先　☎・ （0824）43-2231

三良坂平和美術館� ※月曜日休館

美術館講座　カラー・セラピー入門
～パステルアートでみる　あなたの心と未来～
と　　き� 11月19日㈯・26日㈯・12月３日㈯
募集人数� 各20名
模型作品展
と　　き� 12月４日㈰～ 25日㈰

問い合わせ先　☎・ （0824）44-3214



た
だ
い
ま 

募
集
中

　
若
者
が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
の
情
報
誌「
ヤ
ン
グ
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
平
成
24
年
度
版
を

作
成
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
で
は
、
若

者
を
様
々
な
方
法
で
応
援
し
て
く
だ

さ
る
お
店
・
施
設
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
応
援
の
条
件
と
な
る
特
典
は
、

若
者
が
楽
し
く
利
用
で
き
る
内
容
で

あ
れ
ば
、
ど
ん
な
方
法
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
店
舗
な
ど
の
情
報
を

掲
載
す
れ
ば
大
き
な
宣
伝
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
若
者
の
快
適
な
生
活
を
支
援
し
て

く
だ
さ
る
事
業

所
か
ら
の
応
募

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間

　

�

平
成
24
年
4
月
1
日
～

�

平
成
25
年
3
月
末
ま
で

●
掲 

載 

料　
無
料

●
応
募
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
応
募

用
紙
に
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

　
12
月
12
日（
月
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部

�

企
業
誘
致
課
定
住
促
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
９

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kigyou@city.miyoshi.hiroshima.jp

若
者
の
定
住
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る

店
舗
・
企
業
募
集

※�

提
出
の
際
に
、
お
店
・
施
設
の
外
観
・
商

品
等
の
画
像
デ
ー
タ
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
平
成
24
年
度
三
次
市
臨
時
的
任
用

教
員
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
る
く
元
気
な
三
次
の
子
ど
も
」

を
育
成
す
る
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
方
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員

　

小
学
校（
21
名
）、
中
学
校
数
学

（
６
名
）、
中
学
校
英
語（
７
名
）、

日
本
人
外
国
語
指
導
教
員
・
体
育
専

科
巡
回
教
員（
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
）

●
試
験
日
時

・
中
学
校
教
員
、
日
本
人
外
国
語
指

導
教
員
、
体
育
専
科
巡
回
教
員

�

12
月
３
日（
土
）

・
小
学
校
教
員�

12
月
４
日（
日
）

●
試
験
会
場

　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●
応
募
締
切

　
11
月
30
日（
水
）

※�

選
考
試
験
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�

教
育
指
導
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

　

gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

市
費
臨
時
教
員
募
集

　
三
次
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
で
は
、
地
産
地
消
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
三
次
産
の
食
材
を
活

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

で
三
次
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
三
次
産
の「
米
」
や「
米

粉
」
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
「
い
ち

お
し
！
米（
My
）メ
ニ
ュ
ー
」を
創
作

し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
協
賛
い
た

だ
け
る
店
舗
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
要
件

○�

三
次
産
の「
米
」や「
米
粉
」を
使

用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
白
飯
は
不
可
と
す
る
。

○�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
期
間

（
12
月
中
旬
～
3
月
上
旬
を
予
定
）

に
提
供
が
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
こ
と
。

○�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
広
報
の
た

め
の
メ
ニ
ュ
ー
画
像
の
提
供
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。

●
応
募
締
切　
11
月
30
日（
水
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

実
行
委
員
会
事
務
局

�

（
産
業
部
商
工
観
光
課
内
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
６

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

※�
お
申
し
込
み
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ミ
ヨ

シ
☆
タ
ウ
ン
ナ
ビ
」な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

※�

協
賛
店
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

※�

協
賛
店
を
３
カ
所
以
上
利
用
し
た
方
に
は
、

抽
選
で
三
次
産
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※�

応
募
用
紙
は
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
に
あ

り
ま
す
。

お
い
し
い
三
次

グ
ル
メ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
み
よ
し
う
米ま

い

も
ん
め
ぐ
り
」

協
賛
店
募
集

●と　き
　12月２日㈮　14時～（受付13時30分～）
●ところ
　三次市文化会館　大会議室
●講　師
　市立三次中央病院
� 診療部長　立

たつ

本
もと

直
なお

邦
くに

さん
●内　容
　誰も「病院」にはかかりたくはありませ
んが、時として「病院」にお世話にならな
ければなりません。賢い「病院選び」のコ
ツを知っていれば、少し安心ではないで
しょうか？
応募・問い合わせ先　三次市文化会館
� ☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

 「忠臣蔵」の世界Ⅰ～武士達の実像と歌舞伎の成立まで～
　誰もが知っている「忠臣蔵」。その実像と虚像につい
て探ります。
●と　き　12月２日㈮
●講　師　広島女学院大学　教授　金

かね
田
だ
文
ふみ
雄
お
さん

 「忠臣蔵」の世界Ⅱ～討ち入りは瑶泉院のお金で～
　討ち入りのお金は瑶

よう

泉
ぜん

院
いん

（阿久利姫）が用意した？意
外な事実。
●と　き　12月14日㈬
●講　師　三次地方史研究会　米

よね
丸
まる
嘉
よし
一
かず
さん

応募・問い合わせ先� 教育委員会社会教育課社会教育係
　☎（0824）62-6191  （0824）62-6288  shakai@city.miyoshi.hiroshima.jp

くらし文化セミナー 2011
みよし元気塾　参加者募集

みよし夢大学「忠臣蔵」特集
受講者募集

会　場　みよしまちづくりセンター
時　間　14時～15時30分　　受講料　各回200円

第６回「迷った時の病院選び」
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た
だ
い
ま 

募
集
中

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
景
観
会
議
事
務
局

　
（
廿
日
市
市
建
設
部
都
市
・

�

建
築
局
都
市
計
画
課
内
）

　
☎（
０
８
２
９
）３
０

－

９
１
９
０

　

（
０
８
２
９
）３
１

－

０
９
９
９

　
三
次
町
に
は
、
古
く
か
ら
の
神
社

仏
閣
、
酒
蔵
、「
う
だ
つ
」の
あ
る
伝

統
的
な
建
造
物
や
小し
ょ
う

路じ

な
ど
、
江
戸

期
か
ら
商
い
を
中
心
に
栄
え
た
ま
ち

な
み
の
面
影
を
残
す
貴
重
な
景
観
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
と
文
化
の
薫
り
漂
う
三
次
町
の

ま
ち
な
み
を
歩
い
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

景
観
づ
く
り
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　
き　
12
月
4
日（
日
）

�

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
三
次
町　
上
市
・

�

太
才
通
り
・
三
次
本
通
り

●
集
合
場
所　
三
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

�

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ

　
三
次
町
の
歴
み
ち
を
歩
こ
う

　
～
地
域
で
取
り
組
む

�

景
観
づ
く
り
に
学
ぶ
～

●
講　
師　
三
次
市
景
観
評
価
員

�

井い
の

上う
え

峯み
ね

晴は
る

さ
ん

（
三
次
町
歴
み
ち
協
議
会　
事
務
局
長
）

●
参
加
費　
無
料

※�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月
25
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
県
内
22
市
町
と
広
島
県
で
構
成
す

る「
広
島
県
景
観
会
議
」
で
は
、
優

れ
た
景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
広
島
の
持
つ
優
れ
た
景
観
を

発
掘
・
再
発
見
し
た
方
を
表
彰
す
る

「
景
観
づ
く
り
大
賞
」
を
行
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
対
象

　

次
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
県
内
の
優

れ
た
景
観
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り

の
景
観
を
写
真
に
収
め
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
１　
風
景
・
ま
ち
な
み

　

地
域
が
誇
る
景
観
で
そ
の
場
所
を

印
象
的
に
し
て
い
る
風
景
や
ま
ち
な
み

テ
ー
マ
２　
建
築
物
・
工
作
物

　
周
辺
の
ま
ち
な
み
に
調
和
し
、
付
近

の
景
観
と
一
体
的
に
な
っ
て
い
る
も
の

●
表
彰（
副
賞
）

　
最
優
秀
賞　
１
点（
２
万
円
）

　
優 

秀 

賞　
各
テ
ー
マ
か
ら
数
点

�

（
１
万
円
）

●
応
募
締
切

　
平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

�

※
当
日
消
印
有
効

●
応
募
方
法

　
都
市
整
備
課
・
各
支
所
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
写
真
を

添
付
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

広
島
県
景
観
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://www.hiroshima-keikan.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

第
19
回

景
観
づ
く
り
大
賞
を

募
集
し
ま
す

三
次
市
景
観

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

　

toshi@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
外
国
人
な
ど
に
日
本
語
を
教
え
て

い
る
方
を
対
象
に
日
本
語
指
導
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
と　
き

　
11
月
20
日（
日
）9
時
～
16
時

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

２
階
視
聴
覚
室

●
内　
容

　
日
本
語
指
導
教
材

　
「
み
ん
な
の
日
本
語（
初
級
）」の

�

指
導
法

●
講　
師

　
「
み
ん
な
の
日
本
語
」

　
　
執
筆
協
力
者�

澤さ
わ

田だ

幸さ
ち

子こ

さ
ん

●
定　
員　
25
人

●
参
加
費　
無
料

●
応
募
締
切　
11
月
18
日（
金
）

※�

昼
食
の
弁
当（
６
０
０
円
）を
用
意
で

き
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
申
し
込
み

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課

�

ひ
と
づ
く
り
係

　
☎
・

�

（
０
８
２
４
）６
４

－

２
８
３
２

　

chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

　カレー作りを楽しみながら交流してみませんか。
●と　き　11月27日㈰　９時30分～（受付９時～）
●ところ　十日市コミュニティセンター
●対　象　独身の男女（定員：男女各30人）
　　　　　※男性は市内在住の方
●参加費　男女とも2,000円
●日　程　９：30～　開会・自己紹介
　　　　　10：00～　カレー＆サラダ作り
　　　　　11：00～　レクリエーション
　　　　　12：00～　会食・交流
●応募締切　11月20日㈰
応募・問い合わせ先
　三次結婚支援グループ（山口）☎090-9069-4021
　子育て支援部育児支援課育児支援係
� ☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300

　三次市消防音楽隊
は、音楽を通じて市民
の皆さんへ防火防災を
呼びかけることを目的
に活動しています。音
楽隊は、三次きんさい

祭をはじめ、各種イベントへの参加や定期演奏会
などを行い、市民の皆さんに親しまれており、平
成22年度からはカラーガード隊も誕生し、幅広い
活動を行っています。
　現在、一緒に活動していただくメンバーを募集
していますので、興味のある方はお気軽にお問い
合わせください。
応募・問い合わせ先
　三次市消防音楽隊事務局（三次消防署内）
� ☎（0824）63-1192

三次結婚支援グループイベント
参加者募集

三次市消防音楽隊　隊員募集

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修
会　

受
講
生
募
集
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た
だ
い
ま 

募
集
中

※物件が農地のため、「買受適格証明書」の提出が必要となります。
※�農地法第5条の規定による農地以外の目的での利用が可能です。買受適格証明については、農業委員会事務局
　（☎0824-62-6193）へお問い合わせください。
※この公売は、予告なく中止する場合があります。

三次市委託職業訓練講座
就職活動中の市民および市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
受講料：無料（ただし、テキスト代などの個人負担あり）

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人） 内　　容

機械保全技能士養成講座 12/3・12/10・12/17 土 9:00～16:00 20 機械保全技能検定希望者を対
象とした受験準備講座

介護福祉士受験準備講座 12/3・12/10・12/17 土 9:00～16:00 30 資格試験のための模擬試験、そ
の解説および実技講習講座

中間管理職研修
（�リーダーのための実践心理学講座）12/15・12/16 木・金 9:00～16:00 15

理論、手法を学ぶことにより、
「健康で明るい職場」づくりの
基本を身につける研修

職業訓練センター　一般職業訓練講座� ※時間は変更になる場合があります

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

デジカメ・はがき作成コース 12/13～12/16 火～金 13:00 ～ 16:00 20 8,000 円（テキスト代別）
10,000 円（テキスト代別）

監督者訓練
第１科（仕事の教え方） 12/８・12/９ 木・金 9:00 ～ 16:00 15 15,000 円（昼食費込）

18,000 円（昼食費込）

委託訓練
講　座　名 期　　間 時　間 定員（人）受講料 申　込　先

訪問介護員科 12/7 ～ 3/6 9:00～16:00 20 無料 ハローワーク三次
（☎（0824）62-8609）

訓
練
講
座
等・案
内

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－

８
５
０
０

info@
nhvtc.ac.jp

http://www.nhvtc.ac.jp/index.htm

不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す

在
職
者
訓
練　

受
講
生
募
集

　
在
職
者
の
能
力
開
発
の
た
め
に
実
施
す
る

短
期
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

※�

申
込
用
紙
は
三
次
高
等
技
術
専
門
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
3.ocn.

ne.jp/~m
yskun34

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
４
３
９

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

６
８
８
８

　
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

を
公
売
し
ま
す
。

　
公
売
予
定
地
は
表
の
と
お
り
で
、
公
売
期

日
は
平
成
24
年
１
月
23
日（
月
）10
時
で
す
。

ま
た
、
物
件
説
明
会
を
11
月
21
日（
月
）10
時

か
ら
市
役
所
東
館
２
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
収
納
課
収
納
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
０

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
２

　

shunou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

番号 場　所 番　地 地目 地積 見積価額

物件第１ 十日市西一丁目 1993番1
1998番1

田
畑

215㎡
600㎡ 4,615,000円

物件第２ 十日市西二丁目 1998番3 田 160㎡ 793,000円

物件第１ 物件第２

講
座
名

ホームページ
（基礎）講習

ホームページ
（応用）講習

受
講
日
12月3日㈯・4日㈰ 1月14日㈯・15日㈰

受
付
期
間

～ 11月18日（金） 11月21日㈪～
12月22日㈭　

時
間 9：00～ 16：00 9：00～ 16：00

定
員 20人 20人

受
講
料

4,800円 4,800円
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燃やせるごみ減量大作戦！

0120-307-344お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

携帯電話から
（0824）65-2211

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前 定員：各10名
パソコン教室を次の通り開催します。受講料は 無料 です。
※申込期日前でも募集定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。

十日市会場：㈱三次ケーブルビジョン　　　川地会場：川地コミュニティセンター　　神杉会場：神杉コミュニティセンター

　三次市の年間ごみ処理量は約１万８千トン。その
処理にかかる費用は約６億円で、市民一人当たり
１万１千円を負担していることになります。また、
燃やせるごみは全体の６割を占めており、燃やすご
みを減らすことは埋立地、焼却施設の延命化や処理
費用の軽減につながります。

ごみ処理の現状
　電気式生ごみ処理機、生ごみ処
理容器（コンポストなど）を利用
すると、生ごみを減量化または堆
肥化することができます。

リサイクル　～生ごみ処理機器の利用～

　生ごみの減量、堆肥化のため、電気式生ごみ処理
機や生ごみ処理容器（コンポストなど）を購入され
た方に購入金額の１／２を補助しています。
※�生ごみ処理機、生ごみ処理容器（コンポストなど）
それぞれ１世帯１台限り。補助限度額２万円。
　�詳しくは環境政策課業務管理係へお問い合わせく
ださい。

手続き簡単！ご利用ください。
「生ごみ処理機器購入費補助金」　生ごみの80％が水分と言われ、水切

りをすることで大きな減量ができます。
　また、燃やせるごみの中には、リサ
イクルが可能な紙類や布類なども多く
含まれています。これらは、分別をす
ることで減らすことができます。

生ごみは「捨てる前にもうひとしぼり」

　料理を作り過ぎない。料理は残さず食べることも
ごみ減量の一つですが、大根の皮や葉は味噌汁の具
材に、ブロッコリーやカリフラワーの茎は小さく刻み、
ゆでてサラダの具材にするなど、工夫しだいで捨て
る量を減らせます。

ちょっとした工夫で減量　
使える食材をごみにしていませんか？
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「レジ袋無料配布中止協定参加店」を募集しています！
詳しくは、環境政策課業務管理係へお問い合わせください。

※�市内では、30事業者37店舗（11月１日現
在）が、レジ袋無料配布中止（有料化）に
取り組んでいます。

生ごみ処理機、処理容器の例

　総合窓口センター　環境政策課　業務管理係　☎（0824）66-3449
　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先

クリーンセンター から
from Clean Center

ピオネット パソコン教室のお知らせ

11　
月

川地会場
初心者コース
28日㈪～ 12月１日㈭ 14：00～ 16：00

十日市会場
年賀状コース
28日㈪～ 12月１日㈭ 19：00～ 21：00

12　
月

十日市会場 年賀状コース
５日㈪～８日㈭ 10：00～ 12：00

神杉会場 年賀状コース
12日㈪～ 15日㈭ 10：00～ 12：00

十日市会場 年賀状コース
19日㈪～ 22日㈭ 14：00～ 16：00



■11月募集住宅　募集戸数：各１戸、募集期間：11月22日（火）〜 29日（火）
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

みよし住宅２号館
１・２・５・６・７号室
－公営住宅－
（昭和45年度築）　単身申込可
※�１・２号室については、65歳以
上の高齢者がいる世帯を優先し
ます。

三次町
2003番地2

4,800円～�
7,200円

中層耐火４階建、
２DK、水洗

政 令 月 収 額
158,000円 以 下
(高齢者世帯、障
害者世帯などの場
合214,000円 以
下）の世帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金お
よびその他の料金を完納して
いること。
③同居者は、夫婦（婚約者、内
縁関係含む）親子を主体とし
た親族であること。
④申込者または同居親族が暴力
団員でないこと。

敷名住宅14号　－公営住宅－
（平成元年度築）　単身申込可

三和町敷名
1469番地1

13,400円～
20,000円

木造２階建、
3DK、水洗

申し込み・問い合わせ先　建設部建築住宅課　☎（0824）62-6161　 （0824）62-6166
　　　　　　　　　　　　 kenchikujutaku@city.miyoshi.hiroshima.jp　または各支所地域づくり係

市営住宅の申し込みをされる際には、所定の入居申込書をご提出ください。
※入居適格者が募集戸数を超える場合は当選者と補欠者を抽選で決定します。補欠者は、１年間申込住宅の補欠となります。
※入居資格②について、当該市町村の税およびその他の料金が課税または賦課されていない方は、この限りではありません。

■随時募集住宅　募集戸数：各１戸、受付・審査後入居可能
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

敷名住宅９・11号�－公営住宅－
（昭和63年度築）　単身申込可

三和町敷名�
1469番地1

13,100円～�
19,500円

木造２階建、
3DK、水洗 政 令 月 収 額

158,000円 以 下
(高齢者世帯、障
害者世帯などの場
合214,000円 以
下）の世帯 ①現在、住宅に困っていること。

②申込者と同居親族が、税金お
よびその他の料金を完納して
いること。
③同居者は、夫婦（婚約者、内
縁関係含む）親子を主体とし
た親族であること。
④申込者または同居親族が暴力
団員でないこと。

伊賀和志住宅2-202号室
－公営住宅－
（昭和55年度築）　単身申込可

作木町伊賀和志�
226番地3

10,500円～�
15,700円

簡易耐火2階建
（2階）、3DK、

水洗
宇賀住宅1-1号、4-1号　
－公営住宅－
（昭和61年度築）　単身申込可

甲奴町宇賀�
1205番地2

12,400円～�
18,500円

木造２階建、
３DK、水洗

甲奴駅前団地Ａ3-1号室
－特定公共賃貸住宅－
（平成９年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
679番地1

37,000円～�
60,000円

中層耐火３階建
（3階）、2DK、

水洗

政 令 月 収 額
158,000円 を 超
え487,000円 以
下の世帯

甲奴駅前団地Ｂ3-2号室
－特定公共賃貸住宅－
（平成10年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
679番地1

37,000円～�
60,000円

中層耐火3階建
(3階)、３DK、

水洗
松ヶ瀬団地3-2号室・3-3号室
－特定公共賃貸住宅－
（平成６年度築）　単身のみ申込可

君田町東入君�
240番地 18,000円 木造２階建（1階）、

１DK、水洗
松ヶ瀬団地4-2号室
－特定公共賃貸住宅－
（平成６年度築）　単身のみ申込可

君田町東入君�
240番地 21,000円 木造２階建（1階）、

2DK、水洗
大津住宅１号　－定住住宅－
（昭和53年度築）　単身申込可

作木町大津�
115番地 18,000円 木造平屋建、

３DK、水洗 収入要件なし 上記①～④および三次市に住民
登録されている方、住民登録を
移すことが誓約できる方。

三次市定住促進住宅
（昭和56年～ 62年度築）
単身申込可

三次町・吉舎町・�
三良坂町

30,000円～�
35,000円

中層耐火5階建、
３DK、水洗

世帯収入の12分の
１の額が、家賃の
３倍以上あること

申し込み・問い合わせ先　社会福祉法人甲奴福祉会
☎（0847）67-2188　 （0847）67-2774

●所在地　三次市甲奴町本郷1674番地
●構造・間取り等
　�鉄骨造５階建て、１DK、バリアフリー、緊急通報シ
ステム、冷暖房エアコン、食事提供サービス有り（有料）
●家賃月額　60,800円～ 78,200円
※家賃月額の一部が、収入に応じて市から一定期間補助されます。

●共益費・敷金
　・共益費　月額20,000円
　・敷　金　月額家賃額の３カ月分
●入居者の資格
　・60歳以上の方、入居者の配偶者または60歳以上の親族
　・入居者の介護を行う方など
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市 営 住 宅
入居者募集住宅案内

高齢者向け優良賃貸住宅「美丘（みおか）」
入居者を随時募集中です



主　な　行　事 S c h e d u l e12月

申し込み・問い合わせ先
　広島県立みよし公園（指定管理者ミズノグループ）
� ☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

申し込み・問い合わせ先　三次市体育協会事務局
〒728-0011　三次市十日市西六丁目10番45号
� みよしまちづくりセンター内
� ☎（0824）62-6191　 （0824）62-6288

　今話題のノルディックウォーキング！
　遠足気分でみんなと一緒に楽しく
ハイキングしませんか？

第37回三次市民マラソン大会みんなで歩こ！
お出かけノルディック

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
3日㈯ Nリーグ
3日㈯・4日㈰ JFAプリンスリーグ

10日㈯
第37回三次市民マラソン大会
三次市中学校サッカー新人戦
TAS広島親善野球大会

11日㈰ シティリーグ
酒屋サッカー大会

酒屋体育館（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
４日㈰ スポーツ少年団体育交歓会

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370
　http://www.mizuno.co.jp/school/facility/shisetsu_17/

３日㈯ ソフトテニス広島県国体少年男女強化練習
県北フットサルリーグ2011

４日㈰
第47回職域団体一般男女バレーボール大会

エンジョイ！フットサルリーグ2011セカンドシリーズ第２節

８日㈭ ミズノスポーツ塾

10日㈯ ナンポde健康クラブ

11日㈰ 第20回三次義士祭奉納剣道大会

13日㈫ 第39回ミズノ杯パークゴルフ大会

15日㈭ ミズノスポーツ塾

17日㈯ 平成23年度三次市・庄原市中学校バスケットボール新人大会（１日目）

18日㈰
平成23年度三次市・庄原市中学校バスケットボール新人大会（２日目）

第31弾アウトドアきっず倶楽部～しめ縄作り～

20日㈫ PGともえ会月例会

22日㈭ 三次市パークゴルフ協会月例会

23日（金・祝） 第21回三次オープン卓球大会

24日㈯・25日㈰ 広島県高等学校新人バスケットボール選手権三次地区予選

と　 き 　12月10日（土）　13時開会　※少雨決行
ところ 　�みよし運動公園内特設コース
●種　　目
　�600m（親子コース）、1,000m（小学生１～４年、５・
６年コース）、3,000m（中学生・高校生・一般コース）
●参加資格
　○三次市内に在住または通勤・通学する健康な人
　○小・中学生は、保護者の同意がある人
　○親子コースの幼児は、親子同伴で走れる人に限る
●参 加 費（保険料含む）
　�小・中学生200円、高校生・一般300円、親子コース
は親子で300円
●申込締切　12月２日（金）
※�申込書に参加料（現金）を添えて、個人または学校・団
体単位でお申し込みください。

と　 き 　11月20日（日）
ところ 　�広島県立みよし公園～みよしハーブ園
●対　　象　�どなたでも
※�片道約３～４㎞（往復約７～８㎞）程度
を自力で歩ける方

●参 加 費　一般　1,500円／人
※�ナンポde健康クラブ本会員は�
1,300円／人
※手作りピザ体験参加費を含む。

●定　　員　25人
●申込締切　11月17日（木）

お昼休憩には、
みよしハーブ園で
手作りピザ体験！
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大好き
スポーツ

大好き
スポーツ

inin MIYOSHIMIYOSHI
大好き

in
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図 書 館 へ 行 こ う ! 12月

救命
東日本大震災、医師たちの奮闘

きのこ
ふわり胞子の舞

監　修／海堂　尊　　
出版社／新潮社

文・写真／埴　沙萌
出 版 社／ポプラ社
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美
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森
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る
き
の
こ
の
幻
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的

な
姿
に
、
き
っ
と
驚
か

さ
れ
ま
す
よ
。

※日程が変更になる場合があります。

行 事 名 日 時 対　　象
三次市立図書館　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861　
このほんだいすきぷーさんの会 12月３日（土）　10：30～ 幼児から
ぐるんぱ 12月14日（水）　10：30～ 乳幼児から
たんぽぽ 12月17日（土）　14：00～ 幼児から
トトロのよみきかせ 12月24日（土）　15：00～ 幼児から
※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

君田図書館　☎・（0824）53-7050
ばんびのお話し広場 12月18日（日）　14：00～ 幼児から
布野図書館　　☎（0824）54-2111　 （0824）54-2429
絵本の会「空色のたね」 12月17日（土）　10：30～ 幼児から
絵本の会「空色のたね」 12月22日（木）　10：00～ 乳幼児から
作木図書館　　☎（0824）55-2115　 （0824）55-7010
絵本の会「どんぐり」 12月14日（水）　15：15～ 幼児から
吉舎図書館　　☎・（0824）43-4513
おはなし広場 12月14日（水）　10：30～ 幼児から
三良坂図書館　　☎・（0824）44-4506
おはなし会 12月20日（火）　10：30～ 幼児から
三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740
読書会 12月１日（木）　10：00～ 一般
絵本の広場 12月18日（日）　14：00～ 幼児から
甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538
「へびくんのおさんぽ」のお話し会 12月17日（土）　14：00～ 幼児から

図書館ニュース

●�「第３回　本のメッセージカー
ドコンクール」入賞者発表

　本のメッセージカードコンクー
ルに1,015点という多数のご応募
をいただき、ありがとうございま
した。審査会を経て、応募作品の
中から図書館賞、入選、団体賞の
作品が選ばれました。
 図書館賞・団体賞受賞者 ※敬称略
小学校低学年の部
　井上　準介（酒河小１年）
　牧浦　花帆（君田小２年）
小学校中学年の部
　毛利　文香（三次小３年）
　新谷　未悠（小童小４年）
小学校高学年の部
　河村麟太郎（酒河小５年）
　住田　幸奈（八次小６年）
中学生の部
　吉迫　愛恵（布野中２年）
　岸田　彩花（川地中２年）
　永岡　侑祐（甲奴中３年）
一般の部　中村　望来
団体賞　小童小学校３・４年生

三次市立図書館他



広告
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●主な行事
奥田元宋・小由女美術館� 【12月14日（水）休館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012
～ 11月23日（水・祝） 近代日本水墨画名品展
12月２日㈮～
１月９日（月・祝） 児玉希望と広島ゆかりの日本画家展

12月10日㈯ 開館時間延長日
お月見とロビーコンサートをお楽しみください。

はらみちを美術館� 【12月29日（木）休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119
11月20日㈰ 君田温泉14周年感謝祭関連イベント

「心に届け　笑顔と元気を‼」
～ 11月30日㈬ 愛子の部屋レース編みと小物作品展
12月１日㈭～
１月16日㈪ 升井絋「ほのぼの布野」100枚の景色

三良坂平和美術館� 【月曜休館】
☎・ （0824）44-3214
11月11日㈮～
17日㈭ みらさか文化祭作品展
11月19日㈯・
26日㈯・
12月３日㈯

美術館講座　カラー・セラピー入門
～パステルアートでみる　あなたの心と未来～

12月４日㈰～
25日㈰ 模型作品展

美術館あーとあい・きさ� 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
11月15日㈫～
12月11日㈰ 第８回広島日展会総合小品展

吉舎歴史民俗資料館� 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
～ 12月28日㈬ 「吉舎町の伝説」挿絵展（後期）
三次市文化会館� 【11月16日（水）・12月21日（水）休館】
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337
11月13日㈰ 第８回みよし文化祭「芸能祭」

（けんみん文化祭備北地区フェスティバル三次大会）

11月14日㈪ くらし文化セミナー 2011　この指とまれ！三次人
「三次地方の歴史を『知る』講座」

11月19日㈯ 爆笑！民音・浅草寄席

11月20日㈰ 益川敏英講演会
調停相談会

11月26日㈯ くらし文化セミナー2011　レッツトライ！体験講座
「整理・整頓・清掃の極意」

11月26日㈯・
27日㈰ 三次ふれあい会館作品展示
11月27日㈰ 第34回三次地区チャリティショー

12月２日㈮ くらし文化セミナー 2011　みよし元気塾
「迷った時の病院選び」

12月４日㈰ けんみん文化祭ひろしま‘11「演劇・ミュージカル」

12月12日㈪ くらし文化セミナー 2011　この指とまれ！三次人
「三次地方の歴史を『知る』講座」

12月25日㈰ 広島弁落語爆笑王！！「ジャンボ衣笠たっぷり会」
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106
～ 11月27日㈰ 秋の特別企画展

「中国山地の鉄道－海と山をつないで－」
～ 12月25日㈰ 歴史民俗展示「大工道具の歴史」
12月11日㈰ 歴風トーク「古墳と人骨について」

人口総数……………………… 57,565人（－62人）
男……………………………… 27,190人（－34人）
女……………………………… 30,375人（－28人）
世帯総数………………… 23,849世帯（－13世帯）

11月１日現在　（　）は対前月比
※外国人登録を含む人口の動き

降水量…………………………………… 114.5㎜
平均気温……………………………………15.1℃
最高気温………………………… 25.8℃（10日）
最低気温………………………… 3.7℃（27日）

気　象　庁〈三次地点〉
気象統計資料による10月の気象

月間有効求職者数……………………… 1,212人
月間有効求人数………………………… 1,134人
月間有効求人倍率…………………………0.94倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

求人・求職状況 9月分 ハローワーク三次

交通事故が多発しています。安全運転を心がけましょう。！

警戒日……………………………… 12月14日㈬
北部ブロック警戒日……………… 12月８日㈭
路線別注意日（Ｒ54）�…………… 12月23日㈮
県下一斉警戒日…………………… 12月21日㈬

交通事故多発予報 12月
交通事故発生の

可能性がもっとも高い日
警戒日

納期限は
11月30日（水曜日）です11月の納税

納税相談はいつでも気軽にご相談ください。

総合窓口センター保険年金課保険年金係�☎（0824）62-6134
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収５期）

福祉保健部高齢者福祉課介護保険係�☎（0824）62-6387
▶介護保険料（普通徴収６期）

【納付方法について】
財務部収納課収納係� ☎（0824）62-6127
【課税内容について】
財務部課税課資産税係� ☎（0824）62-6124
財務部課税課市民税係� ☎（0824）62-6122

▶固定資産税・都市計画税（４期）
▶国民健康保険税（普通徴収５期）

原則市内全戸に配布している「広報みよし」や「市ホームページ」
の広告は、市民の皆さんはもちろん、市内外へ大きな宣伝効果
が期待できます。企業や商品のＰＲに、ぜひご利用ください！

問い合わせ先　総務部秘書広報課
� ☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223
� �hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

「広報みよし」「市ホームページ」への広告募集中！

詳しくは、総務部秘書広報課へお問い合わせください。

測定結果………………毎時0.082マイクロシーベルト

10月26日（水）市役所東館前にて
地上１メートルの高さで簡易測定10月の放射線量

※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。



発行／三次市　　編集／総務部秘書広報課
〒728-8501 広島県三次市十日市中二丁目8番1号
☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223

 hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp
三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※ 一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があ

ります。あらかじめご了承ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんの
ご協力によって運営されています。ボランティアスタッフ募集！

受付・監視グループ、環境美化グループ、ガイドグループ、広報グループ、事務・イベントグループ、呈茶グループ
自分に合った活動でボランティアができます。美術館では、ボランティアでご協力いただける方を募集しています！

と　　き　�～ 11月23日（水・祝）
開館時間� �9時30分～ 17時（入館は16時30分まで）

※11月11日（金）は21時まで延長
観 覧 料� 一　　　　般　1,000円（900円）
� ペアチケット　1,800円
� 高・大学生　 500円（400円）
� 中学生以下　無　��料

　鎌倉時代後期に中国から日本に伝わったとされる水墨画は、
日本で独自の発展を遂げながら現代まで描き継がれています。
　墨の諧調が生み出す東洋独自の表現美を、明治から現代ま
での66作品で辿る展覧会です。

　奥田元宋の師でもある日本画家・児
こ

玉
だま

希
き

望
ぼう

の作品を核に、
広島ゆかりの作家たちの日本画約40点を紹介します。
と　　き　�12月２日㈮～平成24年１月9日（月・祝）

※�12月14日（水）、26日（月）～１月１日（日）休館、�
12月10日（土）、平成24年１月９日（日）は21時まで開館

開館時間　９時30分～ 17時（入館は16時30分まで）
観 覧 料� �一般：800（700）円、ペアチケット：1,500円、

高・大学生：400（300）円、中学生以下：無料
※常設展料金を含む　※（　）内は20名以上の団体および前売り
※ペアチケットは一般男女のペアが対象　※未就学児を同伴する保護者は１名無料
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料

こ だま き ぼう
児玉希望と広島ゆかりの日本画家展次回のご案内

会期中イベント
「作品スケッチ」
企画展展示作品を自由にスケッチしていただけます。
と　き　12月４日㈰ 13時～ 17時
対　象　小学生　
定　員　20名

「ギャラリートーク」
と　き　12月11日㈰ 11時～・14時～
講　師　広島県立美術館
　　　　主任学芸員　永
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い

明
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さん

企画展情報ARTTIMES
申し込み・問い合わせ先 ☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp
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》昭和８年頃　富山水墨美術館

児玉希望《暮
ぼ

春
しゅん

》昭和５年　広島県立美術館

近代日本水墨画名品展

と　　き　12月10日㈯14時～・19時～
出　　演　�ソプラノ　三

み
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　合唱　華
はな

組
ぐみ

演奏曲目　「カルメン」　ほか

満月ロビーコンサート
 「オペラの名場面をお届けします」

※常設展料金を含む　※（　）内は20名以上の団体および前売り　
※ペアチケットは一般男女のペアが対象　
※未就学児を同伴する保護者は１名無料　
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料

終了まで
あとわずか‼


